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字
學
硏
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第
二
號

一
七
一

凡
例

※
1　

古
文
字
學
に
關
係
す
る
論
著
の
う
ち
、
二
〇
一
二
年
に
紙
媒
體
で
發
行
さ

れ
た
日
本
語
及
び
中
國
語
の
文
獻
で
、
か
つ
基
本
的
に
先
秦
期
の
出
土
文
字
資

料
を
扱
っ
た
も
の
を
集
め
た
。

※
2　

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
文
獻
及
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
參
照
し
た
。

○
『
史
學
雜
誌
』
第
一
二
二
編
第
五
號
『
回
顧
と
展
望
』（
史
學
會
、
東
京
、

二
〇
一
三
年
）
所
收
の
鈴
木
舞
編
「
東
ア
ジ
ア
（
中
國
―
殷
・
周
・
春
秋
）」

及
び
渡
邉
將
智
編
「
東
ア
ジ
ア
（
中
國
―
戰
國
・
秦
漢
）」

〇
東
方
書
店
「
輸
入
書
」
欄
（http://w

w
w
.toho-shoten.co.jp/cbook/

）

〇W
ebcat Plus

（http://w
ebcatplus.nii.ac.jp/

）

○
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
網
站
「
最
新
動
態
」
欄

（http://w
w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/list.asp?src_Typeid=
2

）

○
期
刊
文
獻
資
訊
網　

臺
灣
期
刊
論
文
索
引
系
統
（http://readopac.ncl.

edu.tw
/nclJournal/

）

○CN
K
I　

中
國
知
網
（http://gb.oversea.cnki.net/K

ns55/

）

※
3　

分
類
の
う
ち
「
そ
の
他
」
は
、
錢
幣
・
璽
印
・
石
鼓
文
な
ど
、
甲
骨
文
・

金
文
・
戰
國
簡
帛
の
分
類
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
、
秦
漢
代
の
出
土
文
字
資

料
を
扱
っ
た
も
の
の
う
ち
特
に
重
要
と
目
さ
れ
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。

※
4　

分
類
の
う
ち
「
古
文
字
總
合
」
は
、
甲
骨
文
と
金
文
な
ど
複
數
種
の
出
土

文
字
資
料
に
つ
い
て
扱
っ
た
も
の
の
う
ち
、
い
ず
れ
が
主
か
判
定
し
が
た
い
も

の
で
あ
る
。

※
5　

分
類
の
う
ち
「
硏
究
動
向
」
は
、
古
文
字
學
の
硏
究
を
回
顧
し
た
も
の
や

最
新
の
動
向
に
つ
い
て
記
載
し
た
も
の
な
ど
で
あ
る
。

※
6　

日
文
書
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
著
者
・
編
者
名
の
五
十
音
順
で
竝
べ
た
。

中
文
書
に
つ
い
て
は
拼
音
の
順
で
竝
べ
、
著
者
名
等
が
重
複
す
る
場
合
は
揭
載

誌
名
の
順
に
竝
べ
た
。

※
7　

著
者
・
編
者
が
外
國
籍
（
中
文
書
に
つ
い
て
は
中
國
・
臺
灣
・
香
港
在
住

者
以
外
も
含
む
）
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、﹇　

﹈
で
國
名
を
略
示
し
た
。

單
行
本
（
日
文
書
）

 

三
輪
健
介
擔
當

﹇
甲
骨
文
﹈

・
落
合
淳
思
著
『
殷
代
史
硏
究
』（
朋
友
書
店
、
京
都
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

齋
藤　

加
奈
・
佐
藤　

信
弥
・
三
輪　

健
介



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
七
二

﹇
金
文
﹈

・
高
澤
浩
一
編
『
近
出
殷
周
金
文
考
釋
第
一
集　

河
南
省
』（
二
松
學
舍
大
學
學

術
叢
書
、
硏
文
出
版
、
東
京
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

﹇
戰
國
簡
帛
﹈

・
淺
野
裕
一
・
小
澤
賢
二
著
『
出
土
文
獻
か
ら
見
た
古
史
と
儒
家
經
典
』（
汲
古

書
院
、
東
京
、
二
〇
一
二
年
八
月
）

・
池
田
知
久
監
修
・
大
東
文
化
大
學
上
海
博
楚
簡
硏
究
班
編
『
上
海
博
楚
簡
の
硏

究　

六
』（
大
東
文
化
大
學
大
學
院
事
務
室
、
二
〇
一
二
年
）

・
西
村
昭
一
責
任
編
集
『
簡
牘
名
蹟
選
九
―
上
海
博
物
館
篇
』（
二
玄
社
、
東
京
、

二
〇
一
二
年
三
月
）

・
西
村
昭
一
責
任
編
集
『
簡
牘
名
蹟
選
一
〇
―
河
南
・
山
西
篇
』（
二
玄
社
、東
京
、

二
〇
一
二
年
六
月
）

・
湯
淺
邦
弘
著
『
論
語
―
眞
意
を
讀
む
』（
中
公
新
書
、東
京
、二
〇
一
二
年
三
月
）

・
橫
田
恭
三
著
『
中
國
古
代
簡
牘
の
す
べ
て
』（
二
玄
社
、
東
京
、
二
〇
一
二
年

五
月
）

﹇
そ
の
他
﹈

・
西
村
昭
一
責
任
編
集
『
簡
牘
名
蹟
選
一
一
―
山
東
・
安
徽
篇
』（
二
玄
社
、東
京
、

二
〇
一
二
年
一
月
）

﹇
古
文
字
總
合
﹈

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
中
國
文
明
の
謎
」
取
材
班
著
『
中
夏
文
明
の
誕
生
―
持
續
す
る
中
國

の
源
を
探
る
』（
講
談
社
、
東
京
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
白
川
靜
著
『
白
川
靜
著
作
集
別
卷　

甲
骨
金
文
學
論
叢
〔
下
〕
一
・
二
』（
平
凡

社
、
東
京
、
二
〇
一
二
年
六
月
）

・
平
辣
隆
郞
著
『「
八
紘
」
と
は
何
か
』（
汲
古
書
院
、
東
京
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

單
行
本
（
中
文
書
）

 

齋
藤
加
奈
擔
當

﹇
甲
骨
文
﹈

・
李
宗
焜
編
著
『
甲
骨
文
字
編
』
全
四
册
（
中
華
書
局
、北
京
、二
〇
一
二
年
二
月
）

・
容
庚
編
著
『
卜
辭
硏
究
』（『
容
庚
學
術
著
作
全
集
』、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
月
）

・
容
庚
編
著
『
殷
契
卜
辭
』（『
容
庚
學
術
著
作
全
集
』、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
月
）

・
譚
步
雲
著
『
甲
骨
文
與
商
代
禮
制
』（
王
明
蓀
主
編
『
古
代
歷
史
文
化
硏
究
輯

刊
八
編
』、
花
木
蘭
文
化
出
版
社
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
九
月
）

・
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
編
著
『
殷
墟
小
屯
村
中
村
南
甲
骨
』（
雲
南
人

民
出
版
社
、
昆
明
、
二
〇
一
二
年
四
月
）

﹇
金
文
﹈

・
畢
秀
潔
編
著
『
商
代
金
文
全
編
』（
作
家
出
版
社
、北
京
、二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
陳
斯
鵬
・
石
小
力
・
蘇
淸
芳
編
著
『
新
見
金
文
字
編
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
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三

福
州
、
二
〇
一
二
年
五
月
）

・
陳
治
軍
著
『
安
徽
出
土
靑
銅
器
銘
文
硏
究
』（
黃
山
書
社
、
合
肥
、
二
〇
一
二

年
三
月
）

・
故
宮
博
物
院
編
『
故
宮
靑
銅
器
館
』（
故
宮
出
版
社
、北
京
、二
〇
一
二
年
八
月
）

・
國
家
文
物
局
主
編
『
二
〇
一
一
中
國
重
要
考
古
發
現
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
六
月
）

・
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
・
平
頂
山
文
物
管
理
局
編
著『
平
頂
山
應
國
墓
地
Ⅰ
』

（
大
象
出
版
社
、
鄭
州
、
二
〇
一
二
年
七
月
）

・
湖
北
省
博
物
館
編
『
晉
國
寶
藏
―
山
西
出
土
晉
國
文
物
特
展
』（
文
物
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
月
）

・
彭
適
凡
著
『
中
國
南
方
靑
銅
器
硏
究
』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
一
月
）

・
任
會
斌
編
著
『
八
〇
件
最
有
意
思
的
中
國
靑
銅
器
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
月
）

・
容
庚
編
著『
寶
蘊
樓
彝
器
圖
錄　

武
英
殿
彝
器
圖
錄
』（『
容
庚
學
術
著
作
全
集
』、

中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
月
）

・
容
庚
編
著
『
金
文
編
（
第
三
版
批
校
本
）』（『
容
庚
學
術
著
作
全
集
』、
中
華
書

局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
月
）

・
容
庚
編
著
『
金
文
續
錄
』（『
容
庚
學
術
著
作
全
集
』、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
月
）

・
容
庚
編
著
『
頌
齋
吉
金
圖
錄　

頌
齋
吉
金
續
錄　

海
外
吉
金
圖
錄
』（『
容
庚
學

術
著
作
全
集
』、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
月
）

・
容
庚
編
著
『
善
齋
彝
器
圖
錄　

西
淸
彝
器
拾
遺
』（『
容
庚
學
術
著
作
全
集
』、

中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
月
）

・
容
庚
編
著
『
商
周
彝
器
通
考
』（『
容
庚
學
術
著
作
全
集
』、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
月
）

・
容
庚
・
張
維
持
編
著
『
殷
周
靑
銅
器
通
論
』（『
容
庚
學
術
著
作
全
集
』、
中
華

書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
月
）

・
上
海
博
物
館
・
陝
西
省
考
古
硏
究
院
編
『
金
玉
華
年
―
陝
西
韓
城
出
土
周
代
芮

國
文
物
珍
品
』（
上
海
書
畫
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
四
月
）

・
紹
興
博
物
館
・
湖
北
省
博
物
館
編
『
江
漢
吉
金
―
湖
北
省
博
物
館
典
藏
商
周
靑

銅
器
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
四
月
）

・
深
圳
博
物
館
・
隨
州
市
博
物
館
編
『
禮
樂
漢
東
―
湖
北
隨
州
出
土
周
代
靑
銅
器

精
華
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
八
月
）

・
宛
鵬
飛
編
著
『
飛
諾
藏
金
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、鄭
州
、二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
王
程
遠
著
『
西
周
金
文
王
年
考
辨
』（
四
川
大
學
出
版
社
、
成
都
、
二
〇
一
二

年
一
〇
月
）

・
吳
鎭
烽
編
著
『
商
周
靑
銅
器
銘
文
曁
圖
像
集
成
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
九
月
）

・
許
倬
雲
著
『
西
周
史
（
增
補
二
版
）』（
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、北
京
、

二
〇
一
二
年
一
月
）　

・
薛
尚
功
撰
『
歷
代
鐘
鼎
彝
器
款
識
法
帖
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
杭
州
、

二
〇
一
二
年
五
月
）

・
尹
盛
平
著
『
周
文
化
考
古
硏
究
論
集
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
二
年

六
月
）

・
游
國
慶
主
編
『
二
十
件
非
看
不
可
的
故
宮
金
文
』（
國
立
故
宮
博
物
院
、
臺
北
、



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
七
四

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

﹇
戰
國
簡
帛
﹈

・
白
於
藍
著
『
戰
國
秦
漢
簡
帛
古
書
通
假
字
彙
纂
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
福
州
、

二
〇
一
二
年
五
月
）

・
邴
尚
白
著
『
楚
國
卜
筮
祭
禱
簡
硏
究
』（
王
明
蓀
主
編
『
古
代
歷
史
文
化
硏
究

輯
刊
八
編
』、
花
木
蘭
文
化
出
版
社
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
九
月
）

・
陳
偉
著
『
楚
簡
册
槪
論
』（『
世
紀
楚
學
』、
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
二
年
九
月
）

・
顧
史
考
（Scott Cook

）﹇
米
﹈
著
『
郭
店
楚
簡
先
秦
儒
書
宏
微
觀
』（
上
海
古

籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
胡
平
生
著
『
胡
平
生
簡
牘
文
物
論
稿
』（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
二
月
）

・
黃
人
二
著
『
戰
國
楚
簡
硏
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
一
月
）

・
李
守
奎
・
賈
連
翔
・
馬
楠
編
著
『
包
山
楚
墓
文
字
全
編
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
廖
名
春
『
周
易
經
傳
與
易
學
史
續
論
―
出
土
簡
帛
與
傳
世
文
獻
的
互
證
』（
中

國
財
富
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
劉
志
基
主
編
『
中
國
出
土
簡
帛
文
獻
引
得
綜
錄
』
郭
店
楚
簡
卷
（
上
海
古
籍
出

版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
九
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上

海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
・
北
京
大
學
出
土
文
獻
硏
究
所
・
荊
州

文
物
保
護
中
心
編
『
古
代
簡
牘
保
護
與
整
理
硏
究
』（
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
六
月
）

・
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
、
李
學
勤
主
編
『
淸
華
大
學
藏
戰
國

竹
簡
（
參
）』（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
饒
宗
頤
主
編
『
上
博
藏
戰
國
楚
竹
書
字
匯
』（
安
徽
大
學
出
版
社
、
合
肥
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
吳
榮
曾
・
汪
桂
海
主
編
『
簡
牘
與
古
代
史
硏
究
』（
北
京
大
學
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
月
）

・
夏
含
夷
（Edw

ard L. Shaughnessy

）﹇
米
﹈
著
、
周
博
群
等
譯
『
重
寫
中
國

古
代
文
獻
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
徐
文
武
著
『
楚
國
思
想
與
學
術
硏
究
』（『
世
紀
楚
學
』、
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
二
年
九
月
）

﹇
そ
の
他
﹈

・
北
京
大
學
出
土
文
獻
硏
究
所
編
『
北
京
大
學
藏
西
漢
竹
書
﹇
貳
﹈』（
上
海
古
籍

出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
陳
偉
主
編
、
何
有
祖
・
魯
家
亮
・
凡
國
棟
撰
著
『
里
耶
秦
簡
牘
校
釋
』
第
一
卷

（
武
漢
大
學
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
二
年
一
月
）

・
方
勇
編
著
『
秦
簡
牘
文
字
編
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
福
州
、
二
〇
一
二
年

一
二
月
）

・
甘
肅
簡
牘
保
護
硏
究
中
心
・
甘
肅
省
文
物
考
古
硏
究
所
・
甘
肅
省
博
物
館
・
中

國
文
化
遺
產
硏
究
院
古
文
獻
硏
究
室
・
中
國
社
會
科
學
院
簡
帛
硏
究
中
心
編



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
七
五

『
肩
水
金
關
漢
簡
（
貳
）』（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
『
江
陵
鳳
凰
山
西
漢
簡
牘
』（
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
一
月
）

・
湖
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
著
『
里
耶
秦
簡
（
一
）』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
月
）

・
張
守
中
編
撰
『
張
家
山
漢
簡
文
字
編
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
二
年

一
一
月
）

﹇
古
文
字
總
合
﹈

・
白
川
靜
﹇
日
﹈
著
、
張
莉
譯
『
白
川
靜
文
字
學
的
精
華
』（
天
津
人
民
出
版
社
、

天
津
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
蔡
玫
芬
・
蔡
慶
良
主
編
『
赫
赫
宗
周　

西
周
文
化
特
展
』（
國
立
故
宮
博
物
院
、

臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
蔡
運
章
著
『
甲
骨
金
文
與
古
史
新
探
（
增
訂
本
）』（
科
學
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
二
月
）

・
陳
紹
輝
著
『
楚
國
法
律
制
度
硏
究
』（『
世
紀
楚
學
』、湖
北
敎
育
出
版
社
、武
漢
、

二
〇
一
二
年
九
月
）

・
高
至
喜
著
『
湖
南
楚
墓
與
楚
文
化
』（
嶽
麓
書
社
、
長
沙
、
二
〇
一
二
年
八
月
）

・
國
家
文
物
局
編
『
中
國
文
物
年
鑑
二
〇
一
〇
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
六
月
）

・
郝
本
性
著
『
郝
本
性
考
古
文
集
』（
科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
七
月
）

・
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
著
『
考
古
河
南
―
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
獲
全

國
十
大
考
古
新
發
現
』（
大
象
出
版
社
、
鄭
州
、
二
〇
一
二
年
五
月
）

・
黃
鳳
春
・
黃

著
『
楚
器
名
物
硏
究
』（『
世
紀
楚
學
』、
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
二
年
九
月
）

・
金

權
著
『
周
代
淮
河
上
游
諸
侯
國
硏
究
』（
河
南
大
學
出
版
社
、
鄭
州
、

二
〇
一
二
年
七
月
）

・
李
天
虹
著
『
楚
國
銅
器
與
竹
簡
文
字
硏
究
』（『
世
紀
楚
學
』、湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
二
年
九
月
）

・
李
學
勤
主
編
『
字
源
』（
天
津
古
籍
出
版
社
、
天
津
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
林
義
光
著
『
文
源
』（
影
印
版
）（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
林

著
『
古
文
字
學
簡
論
』（
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
四
月
）

・
馬
嘉
賢
著
『
古
文
字
中
的
注
音
形
聲
字
硏
究
』（
許
錟
輝
主
編
『
中
國
語
言
文

字
硏
究
輯
刊
三
編
』、
花
木
蘭
文
化
出
版
社
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
九
月
）

・
裘
錫
圭
著
『
裘
錫
圭
學
術
文
集
』（
復
旦
大
學
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

六
月
）

・
容
庚
編
著
『
金
石
學　

古
石
刻
零
拾　

簡
體
字
典
』（『
容
庚
學
術
著
作
全
集
』、

中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
月
）

・
容
庚
編
著
『
中
國
文
字
學
』（『
容
庚
學
術
著
作
全
集
』、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
月
）

・
徐
苹
芳
著
『
中
國
歷
史
考
古
學
論
集
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二

年
五
月
）

・
楊
華
等
著
『
楚
國
禮
儀
制
度
硏
究
』（『
世
紀
楚
學
』、湖
北
敎
育
出
版
社
、武
漢
、

二
〇
一
二
年
九
月
）

・
張
政

著
『
古
史
講
義
』（『
張
政

文
集
』、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二

年
四
月
）



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
七
六

・
張
政

著
『
甲
骨
金
文
與
商
周
史
硏
究
』（『
張
政

文
集
』
中
華
書
局
、北
京
、

二
〇
一
二
年
四
月
）

・
鄭
威
著
『
楚
國
封
君
硏
究
』（『
世
紀
楚
學
』、
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
二
年
九
月
）

・
中
國
考
古
學
會
編
『
中
國
考
古
學
年
鑑　

二
〇
一
一
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
一
月
）

・
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
等
編
『
殷
墟
寶
藏
』（
四
川
人
民
出
版
社
、成
都
、

二
〇
一
二
年
一
月
）

・
周
立
・
張
劍
著
『
洛
陽
史
前
與
夏
商
周
考
古
探
索
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、鄭
州
、

二
〇
一
二
年
八
月
）

・
左
鵬
著
『
楚
國
歷
史
地
理
硏
究
』（『
世
紀
楚
學
』、
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
二
年
九
月
）

論
考
（
日
文
書
）

 
三
輪
健
介
擔
當

﹇
甲
骨
文
﹈

・
徐
剛
﹇
中
﹈
著
「
甲
骨
文
『
大
采
』『
小
采
』
探
源
」（『
開
篇
』
第
三
一
期
、

早
稻
田
大
學
文
學
部
中
國
文
學
科
中
國
語
學
硏
究
班
、
東
京
、
二
〇
一
二
年

一
〇
月
）

・
長
谷
川
良
純
著
「
卜
辭
の
語
法
系
統
に
つ
い
て
の
硏
究
（
二
）
卜
辭
に
お
け
る

時
閒
詞
の
と
り
方
か
ら
考
え
る
」（『
二
松
』
第
二
六
集
、
二
松
學
舍
大
學
大
學

院
文
學
硏
究
科
、
東
京
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
吉
開
將
人
著
「
殷
墟
を
め
ぐ
る
日
中
關
係
：
近
代
日
本
と
民
國
學
術
史
（
一
）」

（『
北
海
道
大
學
文
學
硏
究
科
紀
要
』
第
一
三
七
號
、
札
幌
、
二
〇
一
二
年
七
月
）

﹇
金
文
﹈

・
角
道
亮
介
著
「
西
周
靑
銅
器
銘
文
の
廣
が
り
」（『
中
國
考
古
學
』
第
一
二
號
、

日
本
中
國
考
古
學
會
、
福
岡
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
木
村
秀
海
著
「
西
周
時
代
の
身
分
制
」（『
關
西
學
院
史
學
』
第
三
九
號
、西
宮
、

二
〇
一
二
年
三
月
）

・
木
村
秀
海
著
「
衆
人
新
解
」（『
立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
紀

要
』
第
六
號
、
京
都
、
二
〇
一
二
年
七
月
）

・
谷
秀
樹
著
「
西
周
代
陝
東
戰
畧
考
」（『
立
命
館
文
學
』
第
六
二
六
號
、
京
都
、

二
〇
一
二
年
三
月
）

・
田
畑
潤
著「
黃
河
中
流
域
に
お
け
る
西
周
時
代
後
期
葬
制
の
變
化
と
擴
散
」（『
中

國
考
古
學
』
第
一
二
號
、
日
本
中
國
考
古
學
會
、
福
岡
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
松
井
嘉
德
著
「
周
王
の
稱
號
」（『
立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所

紀
要
』
第
六
號
、
京
都
、
二
〇
一
二
年
七
月
）

・
藪
敏
裕
・
劉
海
宇
﹇
中
﹈
著
「
西
周
金
文
に
見
え
る
苑
池
に
つ
い
て
」（『
平
泉

文
化
硏
究
年
報
』
第
一
二
號
、
岩
手
縣
敎
育
委
員
會
、
盛
岡
、
二
〇
一
二
年
三

月
）

﹇
戰
國
簡
帛
﹈

・
金
城
未
來
著
「
上
博
楚
簡
『
成
王
旣
邦
』
釋
讀
」（『
中
國
硏
究
集
刊
』
第
五
五

號
、
大
阪
大
學
文
學
部
中
國
哲
學
硏
究
室
、
大
阪
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
草
野
友
子
著
「
上
博
楚
簡
『
命
』
釋
讀
」（『
中
國
硏
究
集
刊
』
第
五
五
號
、
大



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
七
七

阪
大
學
文
學
部
中
國
哲
學
硏
究
室
、
大
阪
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
近
藤
浩
之
著
「『
神
明
』
の
思
想
―
『
易
』
傳
を
中
心
と
し
て
―
」（
佐
藤
鍊
太

郞
・
鄭
吉
雄
編
著
『
中
國
古
典
の
解
釋
と
分
析
―
日
本
・
臺
灣
學
術
交
流
』、

北
海
道
大
學
出
版
會
、
札
幌
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
徐
富
昌
﹇
臺
﹈
著
、
大
野
裕
司
・
和
田
敬
典
・
猪
野
（
胡
）
慧
君
譯
「
簡
帛
典

籍
に
お
け
る
異
文
問
題
を
論
ず
」（
佐
藤
鍊
太
郞
・
鄭
吉
雄
編
著
『
中
國
古
典

の
解
釋
と
分
析
―
日
本
・
臺
灣
學
術
交
流
』、
北
海
道
大
學
出
版
會
、
札
幌
、

二
〇
一
二
年
三
月
）

・
高
津
純
也
著
「『
荀
子
』『
禮
記
』
引
書
考
」（『
中
國
出
土
資
料
硏
究
』
第
一
六

號
、
中
國
出
土
資
料
硏
究
會
、
東
京
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
高
村
武
幸
著
「
中
國
古
代
簡
牘
分
類
試
論
」（『
木
簡
硏
究
』
第
三
四
號
、
木
簡

學
會
、
奈
良
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
）

・
土
口
史
記
著
「
戰
國
・
秦
代
の
縣
」（『
史
林
』
第
九
五
卷
第
一
號
、
史
學
硏
究

會
、
京
都
、
二
〇
一
二
年
一
月
）

・
西
山
尚
志
著
「
楚
簡
中
に
見
え
る
系
字
に
つ
い
て
」（『
人
文
科
學
』
第
一
七
號
、

大
東
文
化
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
、
東
京
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
福
田
一
也
著
「
上
博
楚
簡
『
有
皇
將
起
』
小
考
」（『
中
國
硏
究
集
刊
』
第
五
五

號
、
大
阪
大
學
文
學
部
中
國
哲
學
硏
究
室
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
福
田
哲
之
著
「
浙
江
大
學
藏
戰
國
楚
簡
の
眞
僞
問
題
」（『
中
國
硏
究
集
刊
』
第

五
五
號
、
大
阪
大
學
文
學
部
中
國
哲
學
硏
究
室
、
大
阪
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
谷
中
信
一
著
「『
莊
子
』
天
下
篇
を
通
し
て
見
た
『
老
子
』
經
典
化
プ
ロ
セ
ス
」

（『
中
國
出
土
資
料
硏
究
』
第
一
六
號
、
中
國
出
土
資
料
硏
究
會
、
東
京
、

二
〇
一
二
年
三
月
）

・
谷
中
信
一
著
「『
老
子
』
經
典
化
プ
ロ
セ
ス
（
二
）」（『
出
土
文
獻
と
秦
楚
文
化
』

第
六
號
、
上
海
博
楚
簡
硏
究
會
、
東
京
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
湯
淺
邦
弘
著
「
上
博
楚
簡
『
顏
淵
問
於
孔
子
』
と
儒
家
系
文
獻
形
成
史
」（『
中

國
硏
究
集
刊
』
第
五
五
號
、
大
阪
大
學
文
學
部
中
國
哲
學
硏
究
室
、
二
〇
一
二

年
一
二
月
）

﹇
硏
究
動
向
﹈

・
草
野
友
子
著
「
楚
地
新
出
土
文
獻
へ
の
い
ざ
な
い
（
二
）」（『
中
國
硏
究
集
刊
』

第
五
四
號
、
大
阪
大
學
文
學
部
中
國
哲
學
硏
究
室
、
大
阪
、
二
〇
一
二
年
六
月
）

・
高
島
敏
夫
著
「
讀
『
釋
南
』
―
白
川
文
字
學
の
原
點
に
還
る
（
五
）」（『
立
命

館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
紀
要
』
第
六
號
、
京
都
、
二
〇
一
二
年

七
月
）

・
田
畑
曉
生
著
「
白
川
靜
ブ
ー
ム
と
そ
の
問
題
點
」（『
神
戸
大
學
大
學
院
人
閒
發

達
環
境
學
硏
究
科
硏
究
紀
要
』
第
六
卷
第
一
號
、
神
戸
、
二
〇
一
二
年
九
月
）

・
中
國
出
土
文
獻
硏
究
會
編
「
中
國
新
出
土
簡
牘
學
術
調
査
報
告
―
上
海
・
武

漢
・
長
沙
―
」（『
中
國
硏
究
集
刊
』
第
五
五
號
、
大
阪
大
學
文
學
部
中
國
哲
學

硏
究
室
、
大
阪
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

論
考
（
中
文
書
）

 

佐
藤
信
弥
擔
當

﹇
甲
骨
文
﹈

・
蔡
哲
茂
著
「
甲
骨
新
綴
十
二
則
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文

獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
七
八

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
蔡
哲
茂
著
「
武
丁
卜
辭
中
綿
父
壬
身
份
的
探
討
」（
李
宗
焜
主
編
『
古
文
字
與

古
代
史
』
第
三
輯
、中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、臺
北
、二
〇
一
二
年
三
月
）

・
常
利
輝
著
「
小
屯
南
地
甲
骨
新
綴
兩
例
兼
論
一
組
誤
綴
的
甲
骨
」（『
華
夏
考
古
』

二
〇
一
二
年
第
一
期
、
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
常
耀
華
著
「
甲
骨
文
田
獵
刻
辭
性
質
芻
議
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
二
年
第
五
期
、
北
京
）

・
陳
劍
著
「
試
說
甲
骨
文
的
『
殺
』
字
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出

土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北

京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
馮
時
著
「
殷
人
疾
病
考
佚
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與

古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
郭
瑋
著
「
新
鄭
望
京
樓
城
址
與
鄭
父
之
丘
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
二

期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
韓
江
蘇
著
「
淺
析
殷
墟
甲
骨
文
字
形
表
義
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
四

期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
何
會
著
「
殷
墟
龜
腹
甲
新
綴
三
則
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
二
〇
一
二
年
第
四

期
、
北
京
）

・
何
會
著
「
甲
骨
文
『
序
數
』
補
說
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
安

陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
胡
洪
瓊
著
「
殷
墟
時
期
牛
的
相
關
問
題
探
討
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
二
年
第

三
期
、
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
黃
國
輝
著
「『
家
譜
刻
辭
』
硏
究
新
證
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中

心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二

年
一
二
月
）

・
黃
國
輝
著
「
輝
再
論
武
丁
卜
辭
中
的
『
祖
庚
』
問
題
―
兼
談
『
它
示
』
及
甲
骨

硏
究
中
的
一
個
方
法
論
問
題
」（『
古
代
文
明
』
二
〇
一
二
年
第
期
、
東
北
師
範

大
學
世
界
古
典
文
明
史
硏
究
所
・
亞
洲
文
明
硏
究
院
、
長
春
）

・
黃
國
輝
著
「
商
代
親
稱
區
別
字
若
干
問
題
硏
究
」（『
考
古
學
報
』
二
〇
一
二
年

第
三
期
、
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
黃
國
輝
著
「
從
親
屬
稱
謂
看
殷
墟
甲
骨
的
分
期
問
題
」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年

第
七
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
黃
天
樹
著
「《
甲
骨
文
合
集
》
綴
合
拾
遺
補
闕
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦

大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書

局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
黃
天
樹
著
「
甲
骨
文
所
見
的
商
代
喪
葬
制
度
」（『
文
史
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、

中
華
書
局
、
北
京
）

・
江
林
昌
著
「
由
甲
骨
文
『
周
祭
』『
貢
典
祭
』
論
上
甲
六
示
爲
商
族
信
史
時
代
的

開
始
」（『
煙
臺
大
學
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、煙
臺
）

・
蔣
玉
斌
著
「
記
一
版
罕
見
的
歷
類
背
甲
刻
辭
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』

二
〇
一
二
年
第
四
期
、
北
京
）

・
蔣
玉
斌
著
「
甲
骨
文
字
釋
讀
札
記
兩
篇
」（
華
東
師
範
大
學
中
國
文
字
硏
究
與

應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
硏
究
』
第
一
六
輯
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
八
月
）

・
具
隆
會
﹇
韓
﹈
著
「
試
論
甲
骨
文
和
《
聖
經
》
所
見
的
『
上
帝
』
觀
比
較
硏
究
」



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
七
九

（『
南
方
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
江
西
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
南
昌
）

・
雷
縉
碚
・
鄧
飛
著
「
甲
骨
文
象
物
字
構
形
的
內
在
邏
輯
」（『
古
籍
整
理
硏
究
學

刊
』
二
〇
一
二
年
第
六
期
、
東
北
師
範
大
學
古
籍
整
理
硏
究
所
、
長
春
）

・
雷
縉
碚
・
喻
遂
生
著「
甲
骨
文
字
符『
水
』的
表
義
功
能
及『

』字
新
釋
」（『
古

籍
整
理
硏
究
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、東
北
師
範
大
學
古
籍
整
理
硏
究
所
、

長
春
）

・
李
愛
輝
著
「
田
獵
卜
辭
新
綴
五
則
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
二
〇
一
二
年
第
四

期
、
北
京
）

・
李
愛
輝
著
「
黃
類
田
獵
卜
辭
新
綴
六
則
」（『
中
國
文
字
』
新
三
八
期
、
臺
灣
藝

文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
李
發
著
「
對
一
群

小
字
類
卜
辭
中
『
方
商
』
戰
爭
持
續
時
閒
的
測
察
」（
中

國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏

究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
李
俊
國
著
「
甲
骨
文
書
法
的
藝
術
風
格
與
臨
習
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
二
年

第
二
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
李
延
彥
著
「
賓
組
卜
甲
新
綴
四
則
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
二
〇
一
二
年
第
四

期
、
北
京
）

・
李
延
彥
著
「
殷
墟
龜
腹
甲
左
前
甲
新
綴
四
則
」（『
中
國
文
字
』
新
三
八
期
、
臺

灣
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
李
宗
焜
著
「
婦
好
在
武
丁
王
朝
的
角
色
」（
李
宗
焜
主
編
『
古
文
字
與
古
代
史
』

第
三
輯
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
連
劭
名
著
「
殷
墟
卜
辭
中
的
齒
與
蠱
」（『
文
物
春
秋
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、

河
北
省
文
物
局
、
石
家
莊
）

・
連
劭
名
著
「
殷
墟
卜
辭
中
的
邑
與
示
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、

安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
梁
萬
基
﹇
韓
﹈
著
「
甲
骨
卜
辭
『
往
于
田
』
與
『
往
田
』
辭
例
中
『
田
』
的
詞
性
」

（
華
東
師
範
大
學
中
國
文
字
硏
究
與
應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
硏
究
』
第

一
六
輯
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
八
月
）

・
林
宏
明
著
「《
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
藏
甲
骨
文
字
》
綴
合
拾
遺
」（
中
國

古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編『
古
文
字
硏
究
』

第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
林
小
安
著
「
殷
王
卜
辭
傅
說
考
芻
議
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出

土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北

京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
林

著
「
再
論
殷
墟
卜
辭
中
的
『
多
子
』
與
『
多
生
』」（
李
宗
焜
主
編
『
古
文

字
與
古
代
史
』
第
三
輯
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
二

年
三
月
）

・
劉
風
華
著
「
歷
組
・
無
名
組
的
兆
序
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出

土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北

京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
劉
桓
著
「
補
釋
甲
骨
文
尋
・
瞑
二
字
竝
釋
『
降
永
』」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中

華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
劉
影
著
「
利
用
綴
合
辨
僞
去
誤
六
例
」（『
中
國
文
字
』
新
三
八
期
、
臺
灣
藝
文

印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
劉
源
著
「
讀
殷
墟
村
中
南
近
出
甲
骨
札
記
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
八
〇

學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
馬
保
春
・
朱
光
華
著「
鄭
州
商
城
出
土
骨
刻
文
與
中
國
古
代
的
舞
雩
祈
雨
之
祀
」

（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
麥
里
筱
（Chrystelle M

aréchal

）﹇
佛
﹈
著
「
福
・
裸
辨
」（
中
國
古
文
字
硏

究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九

輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
門
藝
著
「
黃
組
王

卜
辭
新
綴
十
組
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、

河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
苗
利
娟
著
「
略
論
甲
骨
卜
辭
中
『
翌
』
與
『
來
』
的
時
閒
差
異
」（『
中
國
語
文
』

二
〇
一
二
年
第
三
期
、
中
國
社
會
科
學
院
語
言
硏
究
所
、
北
京
）

・
莫
伯
峰
著
「《
上
海
博
物
館
藏
甲
骨
文
字
》
甲
骨
綴
合
五
組
」（『
故
宮
博
物
院

院
刊
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、
北
京
）

・
莫
伯
峰
著
「
何
組
甲
骨
拼
合
六
則
」（『
中
國
文
字
』
新
三
八
期
、
臺
灣
藝
文
印

書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
朴
載
福
﹇
韓
﹈
著
「
周
人
殘
碎
甲
骨
的
定
位
與
刻
辭
行
款
硏
究
」（『
考
古
與
文

物
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
裘
錫
圭
著
「《
醉
古
集
》
第
二
〇
七
組
綴
合
的
歷
組
合
祭
卜
辭
補
說
」（
中
國
古

文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』

第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
單
育
辰
著
「
甲
骨
文
所
見
的
動
物
之
『
狐
』」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大

學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
單
育
辰
著
「
甲
骨
文
字
考
釋
兩
則
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
二
年

第
五
期
、
北
京
）

・
沈
建
華
著
「
釋
甲
骨
文
『

』
字
及
相
關
諸
字
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究

與
保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
史
志
龍
著
「
先
秦
社
尸
考
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
安
陽
師
範

學
院
、
安
陽
）

・
孫
廣
明
著
「
若
干
子
組
卜
辭
補
釋
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
河

南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
王
菲
著
「
從
甲
骨
文
字
談
六
畜
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
河
南

博
物
院
、
鄭
州
）

・
王
庚
・
王
處
輝
著
「
論
中
國
上
古
族
群
秩
序
之
形
成
」（『
東
嶽
論
叢
』

二
〇
一
二
年
第
九
期
、
山
東
社
會
科
學
院
、
濟
南
）

・
王
建
軍
著
「
貞
人
名
字
體
在
賓
組
分
類
中
的
作
用
與
價
値
」（『
殷
都
學
刊
』

二
〇
一
二
年
第
四
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
王
進
鋒
著
「
卜
辭
排
譜
與
相
關
小
臣
某
的
族
氏
與
身
份
」（『
古
代
文
明
』

二
〇
一
二
年
第
二
期
、
東
北
師
範
大
學
世
界
古
典
文
明
史
硏
究
所
・
亞
洲
文
明

硏
究
院
、
長
春
）

・
王
進
鋒
著
「
卜
辭
『
五
臣
』
與
《
史
記
・
封
禪
書
》『
九
臣
』
解
」（『
考
古
與

文
物
』
二
〇
一
二
年
第
六
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
王
恩
田
著
「
商
周
甲
骨
文
綴
合
擧
例
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出

土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北

京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）



漢
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學
硏
究　

第
二
號

一
八
一

・
王
寧
著
「
說
『
主
』・『
示
』」（『
中
國
文
字
』
新
三
八
期
、
臺
灣
藝
文
印
書
館
、

臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
王
文
軒
著
「
淺
論
晚
商
早
段
階
商
文
化
在
汶
泗
流
域
出
現
退
却
的
原
因
」（『
殷

都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
王
蘊
智
著
「《
殷
墟
花
園
莊
東
地
甲
骨
・
釋
文
》
校
勘
札
記
」（
中
國
古
文
字
硏

究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九

輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
王
澤
文
著
「
對
《
瑞
典
斯
德
哥
爾
摩
遠
東
古
物
博
物
館
藏
甲
骨
文
字
》
的
補
充

及
相
關
著
錄
的
調
査
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文

字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二

年
一
〇
月
）

・
王
政
著
「
類
・

考
―
《
詩
經
》
軍
旅
祭
典
硏
究
之
一
」（
四
川
大
學
中
國
俗

文
化
硏
究
所
編
『
項
楚
先
生
欣
開
八
秩
頌
壽
文
集
』、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
九
月
）

・
王
子
揚
著
「
卜
辭
『
𦝠
不
旣
作
』
試
解
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中

心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二

年
一
二
月
）

・
王
子
揚
著
「《
英
國
所
藏
甲
骨
集
》
綴
合
四
例
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』

二
〇
一
二
年
第
四
期
、
北
京
）

・
王
子
揚
著
「
釋
甲
骨
文
中
的
『
寤
』」（『
中
國
文
字
』
新
三
八
期
、
臺
灣
藝
文

印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
謝
耀
亭
著
「『
五
』
數
發
微
」（『
文
博
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、陝
西
省
文
物
局
、

西
安
）

・
邢
文
﹇
米
﹈
著
「
卜
辭
所
見
商
樂
《
大

》」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大

學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
徐
義
華
著
「
商
代
的
帝
與
一
神
敎
的
起
源
」（『
南
方
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
二

期
、
江
西
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
南
昌
）

・
徐
昭
峰
著
「
商
王
朝
東
征
與
商
夷
關
係
」（『
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
中

國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
楊
升
南
著
「
從
卜
辭
『
之
日
』『
之
夕
』
說
甲
申
夕
月
食
」（『
中
國
史
硏
究
』

二
〇
一
二
年
第
三
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
北
京
）

・
葉
正
渤
著
「
釋
㦰
（
殲
）」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古

文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
余
琳
著
「
商
代
審
美
風
尚
與
商
禮
新
變
―
以
商
文
化
遺
址
中
商
代
器
物
演
變
特

徵
爲
例
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
岳
占
偉
・
岳
洪
彬
著
「
談
談
殷
墟
都
城
的
毀
滅
原
因
」（『
殷
都
學
刊
』

二
〇
一
二
年
第
一
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
張
新
俊
著
「
釋
花
園
莊
東
地
甲
骨
中
的
『
乎
』
的
字
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中

華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
張
玉
金
著
「
再
論
甲
骨
文
中
的
動
詞
『
于
』」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第

三
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
趙
鵬
著
「《
乙
編
》
三
四
七
一
中
兩
條
卜
辭
的
釋
讀
及
其
相
關
問
題
」（
中
國
古

文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
八
二

第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・

建
榮
著
「
由
出
土
甲
骨
文
論
周
公
廟
遺
址
性
質
」（『
故
宮
文
物
月
刊
』
總

三
五
六
期
、
國
立
故
宮
博
物
院
出
版
組
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
） 

・
周
忠
兵
著
「
釋
甲
骨
文
中
的
『

』」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土

文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
朱
鳳
瀚
著
「
殷
墟
花
園
莊
東
地
甲
骨
卜
辭
中
的
人
物
關
係
再
探
討
」（
李
宗
焜

主
編
『
古
文
字
與
古
代
史
』
第
三
輯
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、

二
〇
一
二
年
三
月
）

・
朱
金
發
著「
殷
墟
花
東
甲
骨
上
的
圓
孔
與
先
秦
文
獻
中
的
上
古
占
卜
記
錄
」（『
殷

都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
朱

祥
著
「『
易
日
』
考
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古

文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

﹇
金
文
﹈

・
白
光
琦
著
「
惠
仲

父
與

不
是
一
人
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
三

期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
白
軍
鵬
著「《
周
代

與『
長
父
侯
于
楊
』相
關
問
題
》一
處
引
文
失
誤
」（『
中

原
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
白
於
藍
著
「
釋
驫
羌
鐘
銘
文
中
的
『
乂
』
字
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦

大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書

局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
曹
建
墩
著
「
霸
伯
盂
與
西
周
時
期
的
賓
禮
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大

學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
曹
錦
炎
著
「
鳥
蟲
書
靑
銅
席
鎭
初
探
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出

土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北

京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
曹
錦
炎
著
「
從
靑
銅
兵
器
銘
文
再
論
吳
王
名
」（
李
宗
焜
主
編
『
古
文
字
與
古

代
史
』
第
三
輯
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
曹
錦
炎
著
「
蔡
侯
兵
器
三
題
」（
中
國
考
古
學
會
編
『
中
國
考
古
學
會
第
十
四

次
年
會
論
文
集
二
〇
一
一
』、
文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
陳
紅
玲
著
「
陝
西
韓
城
市
博
物
館
藏
銘
文
靑
銅
器
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二

年
第
一
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
陳
絜
著
「
讀
金
札
記
二
則
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古

文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二

年
一
〇
月
）

・
陳
絜
著
「
西
周
金
文
『
佃
人
』
身
份
考
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、

河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
陳
斯
鵬
著
「
新
見
金
文
釋
讀
商
補
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土

文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
陳
穎
飛
著
「
淸
華
簡
畢
公
高
・
畢
桓
與
西
周
畢
氏
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
二
年
第
六
期
、北
京
及
び
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編『
淸

華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
八
三

論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
陳
英
傑
著
「
戰
國
金
文
補
證
三
則
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土

文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
陳
英
傑
著「
談
金
文
中
一
種
長
期
被
誤
釋
的
象
形『

』字
―
兼
論『
鬲
』・『

』

的
形
體
結
構
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究
中
心
主
編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古

籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
陳
昭
容
著
「『

姫
』
與
『
散
姫
』
│
從
女
性
稱
名
規
律
談

國
族
姓
及
其
相

關
問
題
」（
李
宗
焜
主
編
『
古
文
字
與
古
代
史
』
第
三
輯
、
中
央
硏
究
院
歷
史

語
言
硏
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
程
鵬
萬
著
「
試
論
吳
王
光
鐘
銘
文
『
條

旣

（
設
）』
的
連
讀
」（
中
國
古
文

字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第

二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
代
生
著
「
齊
侯
壺
新
硏
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
陝
西
省
考

古
硏
究
院
、
西
安
）

・
鄧
佩
玲
著
「
山
西
翼
城
大
河
口
出
土
鳥
形

銘
文
考
釋
」（
中
國
古
文
字
硏
究

會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、

中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
鄧
佩
玲
著
「《
詩
》《
書
》
古
義
與
金
文
新
證
二
則
」（『
人
文
中
國
學
報
』
第

一
八
期
、
香
港
浸
會
大
學
、
香
港
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
） 

・
丁
進
著
「
新
出
霸
伯
盂
銘
文
所
見
王
國
聘
禮
」（『
文
藝
評
論
』
二
〇
一
二
年
第

二
期
、
黑
龍
江
省
文
學
藝
術
界
聯
合
會
、
哈
爾
濱
）

・
董
蓮
池
著
「
從
金
文

・
鈞
的
構
形
說
『

』
爲
金
之
初
文
」（
中
國
古
文
字

硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第

二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
董
蓮
池
著
「
釋
王
子
姪
鼎
銘
中
的
『
致
』」（
華
東
師
範
大
學
中
國
文
字
硏
究
與

應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
硏
究
』
第
一
六
輯
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
八
月
）

・
董
珊
著
「
郳
公
쥌
父
二
器
簡
釋
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
・

李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、中
西
書
局
、上
海
、二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
董
珊
著
「
新
見
魯
叔
四
器
銘
文
考
釋
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出

土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北

京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
董
珊
著
「
五
年
春
平
相
邦
葛
得
鼎
考
」（
李
宗
焜
主
編
『
古
文
字
與
古
代
史
』

第
三
輯
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
董
珊
著
「
救
秦
戎
銅
器
群
的
解
釋
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
湖

北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
董
珊
著
「
啓
尊
・
啓

新
考
」（『
文
博
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
、
陝
西
省
文
物

局
、
西
安
）

・
董
珊
著
「
疑
尊
・
疑

考
釋
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
二
年
第
九

期
、
北
京
）

・
杜
傳
敏
・
張
東
峰
・
魏
愼
玉
・
潘
曉
慶
著
「
一
九
八
九
年
山
東
滕
州
莊
里
西
西

周
墓
發
掘
報
告
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
北
京
）

・
費
先
梅
著
「
試
析
琱
生
諸
器
之
人
物
關
系
及
其
他
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二

年
第
六
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
馮
時
著
「
班
簋
銘
文
補
釋
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
・
李



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
八
四

學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
風
儀
誠
（Olivier Venture

）﹇
佛
﹈
著
「
安
陽
商
代
墓
葬
中
的
『
族
徽
』（
中

國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏

究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
黃
錦
前
著
「
隨
仲
嬭
加
鼎
補
說
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
湖
北

省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
黃
錦
前
著
「
霸
伯
盂
銘
文
考
釋
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
二
年
第

五
期
、
北
京
）

・
高
成
林
著
「
隨
仲
嬭
加
鼎
淺
議
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
湖
北

省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
高

聰
著
「
首
陽
齋
藏

器
與
西
周
宗
法
社
會
的
貴
族
敎
育
」（『
考
古
與
文
物
』

二
〇
一
二
年
第
二
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
葛
志
毅
著
「
東
夷
考
論
」（『
古
代
文
明
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
東
北
師
範
大

學
世
界
古
典
文
明
史
硏
究
所
・
亞
洲
文
明
硏
究
院
、
長
春
）

・
廣
瀨
薰
雄
﹇
日
﹈
著
「
釋
卜
鼎
―
《
釋
卜
罐
》
補
說
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中

華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
何
景
成
著
「
琱
生
尊
『
有
司

注
兩
屖
』
試
解
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復

旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華

書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
何
樹
環
著
「
金
文
『

』
字
別
解
―
兼
及
『
惠
』」（『
政
大
中
文
學
報
』
第

一
七
期
、
國
立
政
治
大
學
中
國
文
學
系
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
六
月
） 

・
胡
保
華
・
羅
孝
著
「
記
一
件
新
見
銘
文
銅
戈
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
二
年
第
九
期
、
北
京
）

・
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
・
隨
州
市
博
物
館
編
「
湖
北
隨
州
市
葉
家
山
西
周
墓

地
」（『
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
七
期
、
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
等
編「
湖
北
隨
州
義
地
崗
曾
公
子
去
疾
墓
發
掘
簡
報
」

（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
胡
長
春
・

緖
杭
著
「
徐
王
義
楚
耑
『
永
保
身
』
新
解
及
安
徽
雙
墩
一
號
鍾
離

墓
的
年
代
推
定
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏

究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年

一
〇
月
）

・
胡
洪
瓊
著
「
殷
墟
出
土
銅
質
方
形
器
功
用
考
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二
年
第

四
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
黃
飛
益
著
「
應
侯
簋
流
傳
及
相
關
問
題
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、

河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
黃
錦
前
著
「
新
見
幾
件
有
銘
銅
簋
」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
七
期
、
文
物
出

版
社
、
北
京
）

・
黃
錦
前
著
「
楚
系
銘
文
中
的
『
孟
庚
』
與
『
孟
甲
』」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二

年
第
四
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
黃
銘
崇
著
「
從
考
古
發
現
看
西
周
墓
葬
的
『
分
器
』
現
象
與
西
周
時
代
禮
器
制

度
的
類
型
與
階
段
（
上
篇
）」（『
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
集
刊
』
第

八
三
本
第
四
分
、
臺
北
）

・
黃
錫
全
著
「
介
紹
一
件
西
周
『
欲
侯
用
戈
』」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護

中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二

年
一
二
月
）



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
八
五

・
黃
錫
全
著
「
介
紹
兩
件
新
見
有
銘
銅
戈
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學

出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
黃
鈺

著
「
論
靑
銅
器
『
多
友
鼎
』」（『
中
正
大
學
中
國
文
學
硏
究
所
硏
究
生

論
文
集
刊
』
第
一
四
期
、
嘉
義
、
二
〇
一
二
年
六
月
）

・
蔣
書
紅
著
「
金
文
動
詞
硏
究
述
評
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
安

陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
蔣
玉
斌
著
「
釋
西
周
春
秋
金
文
中
的
『
討
』」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大

學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
鞠
煥
文
著
「
子
璋
鐘
釋
文
及
定
名
問
題
重
議
」（
華
東
師
範
大
學
中
國
文
字
硏

究
與
應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
硏
究
』
第
一
六
輯
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上

海
、
二
〇
一
二
年
八
月
）

・
寇
占
民
著
「
金
文
句
讀
釋
例
」（『
古
籍
整
理
硏
究
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、

東
北
師
範
大
學
古
籍
整
理
硏
究
所
、
長
春
）

・
李
春
利
著
「
聞
尊
銘
文
與
西
周
時
期
的
采
邑
制
度
」（『
南
方
文
物
』
二
〇
一
二

年
第
二
期
、
江
西
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
南
昌
）

・
李
春
利
著
「
西
周
時
期
殷
遺
民
采
邑
試
析
」（『
文
博
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、

陝
西
省
文
物
局
、
西
安
）

・
李
春
桃
著「
釋
番
生
簋
蓋
銘
文
中
的
車
馬
器『

』」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
二
年
第
一
期
、
北
京
）

・
李
春
艷
著
「
論
西
周
靑
銅
器
銘
文
中
『
師
』
官
的
社
會
職
能
」（『
文
博
』

二
〇
一
二
年
第
四
期
、
陝
西
省
文
物
局
、
西
安
）

・
李
春
艷
・
景
紅
艷
著
「
從
西
周
靑
銅
器
銘
文
看
『
師
』
官
的
社
會
職
能
：
兼
論

周
王
室
對
『
師
』
官
的
賞
賜
特
點
」（『
寶
鷄
文
理
學
院
學
報
（
社
會
科
學
版
）』

二
〇
一
二
年
第
三
期
、
寶
鷄
）

・
李
峰
﹇
米
﹈
著
「
論
『
五
等
爵
』
稱
的
起
源
」（
李
宗
焜
主
編
『
古
文
字
與
古

代
史
』
第
三
輯
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
李
剛
著
「
䀇
・
簠
補
釋
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文

字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二

年
一
〇
月
）

・
李
家
浩
著
「
攻

王
者
彶
𠭯
虜
劍
與
者
減
鐘
」（
李
宗
焜
主
編
『
古
文
字
與
古

代
史
』
第
三
輯
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
李
建
生
著
「
輝
縣
琉
璃
閣
與
太
原
趙
卿
墓
相
關
問
題
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館

刊
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
北
京
）

・
李
建
生
・
王
金
平
著
「
周
代

與
『
長
父
侯
于
楊
』
相
關
問
題
」（『
中
原
文

物
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
李
競
恆
著
「
商
周
時
代
的
芮
國
」（『
文
史
知
識
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
中
華

書
局
、
北
京
）

・
李
山
・
李
輝
著
「
大
小
盂
鼎
制
作
年
代
康
王
說
質
疑
」（『
北
京
師
範
大
學
學
報

（
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
北
京
）

・
李
學
勤
著
「
由
沂
水
新
出
盂
銘
釋
金
文
『
總
』
字
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏

究
與
保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
李
學
勤
著
「
棗
莊
徐
樓
村
宋
公
鼎
與
費
國
」（『
史
學
月
刊
』
二
〇
一
二
年
第
一

期
、
河
南
大
學
・
河
南
省
歷
史
學
會
、
開
封
）



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
八
六

・
李
學
勤
著
「
談
新
出
現
的
婦

爵
」（『
文
博
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
陝
西
省

文
物
局
、
西
安
）

・
李
學
勤
著
「
斗
子
鼎
與
成
王
岐
陽
之
盟
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
二

年
第
一
期
、
北
京
）

・
李
燕
・
蘇
縈
著
「
鐘
鼓
齊
鳴　

禮
樂
聲
聲
―
從
淅
川
下
寺
春
秋
楚
墓
出
土
靑
銅

樂
器
談
起
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
李
元
芝
・
鄭
永
東
著
「
葉
縣
發
現
陳
侯
之
孫
宋
兒
鼎
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二

年
第
五
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
李
志
剛
著
「
周
代
宴
饗
禮
的
功
能
」（『
古
代
文
明
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、
東

北
師
範
大
學
世
界
古
典
文
明
史
硏
究
所
・
亞
洲
文
明
硏
究
院
、
長
春
）

・
梁
彥
民
著
「
京
叔

與
京
叔
銅
器
」（『
陝
西
歷
史
博
物
館
館
刊
』
第
一
九
輯
、

三
秦
出
版
社
、
西
安
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
劉
洪
濤
著
「
也
說
師
른
鼎
銘
的
『
困
뾣
白
大
師
武
』」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』

二
〇
一
二
年
第
五
期
、
北
京
）

・
劉
攀
峰
著
「
兩
周
金
文
中
的
動
詞
同
義
詞
連
用
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二
年

第
二
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
劉
樹
滿
著
「
淺
論
窪
劉
西
周
墓
葬
曁
『
擧
父
丁
』
鼎
」（『
文
物
春
秋
』
二
〇
一
二

年
第
二
期
、
河
北
省
文
物
局
、
石
家
莊
）

・
劉
瑛
著
「
寢
戈
考
」（『
中
華
文
史
論
叢
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
上
海
古
籍
出

版
社
、
上
海
）

・
劉
餘
力
著
「
王
二
年
相
邦
義
戈
銘
考
」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
八
期
、
文
物

出
版
社
、
北
京
）

・
劉
原
著
「
秦
靑
銅
禮
器
銘
文
文
學
意
義
考
論
」（『
古
籍
整
理
硏
究
學
刊
』

二
〇
一
二
年
第
四
期
、
東
北
師
範
大
學
古
籍
整
理
硏
究
所
、
長
春
）

・
劉
長
東
著「
武
王
周
公
作
雒
原
因
考
論
」（
四
川
大
學
中
國
俗
文
化
硏
究
所
編『
項

楚
先
生
欣
開
八
秩
頌
壽
文
集
』、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
九
月
）

・
劉
正
著
「
商
代
銅
器
彝
銘
中
的
『
遘
祭
』
及
相
關
問
題
硏
究
」（『
中
國
國
家
博

物
館
館
刊
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
北
京
）

・
婁
金
山
・
馬
新
民
・
祝
容
著
「
應
侯
見
工
諸
器
年
代
略
考
」（『
中
原
文
物
』

二
〇
一
二
年
第
五
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
陸
德
富
著
「
三
晉
兵
器
銘
文
中
的
『
冶
事
』
與
『
冶
人
』」（『
江
漢
考
古
』

二
〇
一
二
年
第
二
期
、
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
路
國
權
著
「『
複
合
族
氏
』
銘
文
硏
究
一
種
新
視
角
―
以
殷
墟
晚
期
『
告
』
作

有
銘
銅
器
爲
例
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究

院
、
西
安
）

・
雒
有
倉
著
「
靑
銅
器
『
複
合
族
徽
』
新
探
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大

學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
雒
有
倉
著
「
試
論
商
周
靑
銅
器
族
徽
文
字
不
同
於
一
般
銘
文
的
特
點
」（『
考
古

與
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
羅
衞
東
著
「
單
叔
鬲
『

』
字
及
相
關
問
題
考
釋
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中

華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
馬
保
春
・
袁
廣
闊
著
「

善
鼎
銘
文
考
釋
」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
一
〇
期
、

文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
苗
利
娟
著
「
試
論
商
代
金
文
的
裝
飾
圖
案
特
徵
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
二
年



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
八
七

第
一
期
、
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
苗
利
娟
著
「
關
於
商
代
金
文
中
族
名
的
界
定
與
思
考
」（『
考
古
與
文
物
』

二
〇
一
二
年
第
二
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
南
陽
市
文
物
考
古
硏
究
所
編
「
河
南
南
陽
李
八
廟
春
秋
楚
墓
淸
理
簡
報
」（『
文

物
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
彭
裕
商
著
「
越
王
差
徐
戈
銘
文
釋
讀
」（『
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
一
二
期
、
中

國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
崎
川
隆
﹇
日
﹈
著
「
介
紹
一
件
日
本
收
藏
的
『
亞
長
』
銘
銅
鉞
」（
中
國
古
文

字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第

二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
邱
冬
梅
・
溫
遠
鶴
著
「
兩
周
金
文
中
評
價
語
的
使
用
考
察
」（『
殷
都
學
刊
』

二
〇
一
二
年
第
一
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
裘
錫
圭
著
「
翼
城
大
河
口
西
周
墓
地
出
土
鳥
形

銘
文
解
釋
」（『
中
國
史
硏
究
』

二
〇
一
二
年
第
三
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
北
京
）

・
單
育
辰
著
「
作
册

初
探
」（
中
國
文
化
遺
產
硏
究
院
編
『
出
土
文
獻
硏
究
』

第
一
一
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
商
艷
濤
「
略
論
金
文
中
的
『

』
及
其
相
關
諸
字
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中

華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
邵
崇
山
著
「
試
論

仲

銘
文
及
相
關
問
題
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第

二
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
蘇
輝
著
「
趙
惠
王
時
期
的
紀
年
兵
器
硏
究
」（『
南
方
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
二

期
、
江
西
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
南
昌
）

・
蘇
影
著
「
山
東
所
出
公

豆
『

』
字
及
相
關
問
題
硏
究
」（
華
東
師
範
大
學

中
國
文
字
硏
究
與
應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
硏
究
』
第
一
六
輯
、
上
海
人
民

出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
八
月
）

・
孫
敬
明
著
「
陳
莊
遺
存
―
齊
地
・
齊
師
」（『
管
子
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、

山
東
理
工
大
學
齊
文
化
硏
究
院
、
淄
博
）

・
田
煒
著
「
讀
金
文
偶
記
二
題
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻

與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
王
峰
・
李
魯
滕
著
「
近
見

器
銘
文
略
考
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
二
年
第
一
期
、
北
京
）

・
王
暉
著
「
從
西
周
金
文
看
西
周
宗
廟
『
圖
室
』
與
早
期
軍
事
地
圖
及
方
國
疆
域

圖
」（『
陝
西
師
範
大
學
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、

西
安
）

・
王
琳
著
「《
沈
子
也
簋
》
與
沈
國
地
望
問
題
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
二
年
第

三
期
、
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
王
琳
著
「『
保

』
銘
諸
釋
評
議
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
、
河

南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
王
龍
正
・
孫
淸
遠
著
「
也
談
應
監

」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、

河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
王
沛
著
「
裘
衞
器
銘
中
的
公
社
與
禮
制
：
西
周
時
期
法
律
關
系
設
立
的
再
思
考
」

（
王
沛
主
編
『
出
土
文
獻
與
法
律
史
硏
究
』
第
一
輯
、上
海
人
民
出
版
社
、上
海
、

二
〇
一
二
年
六
月
）

・
王
瑞
英
著
「
西
周
金
文
構
形
特
徵
探
析
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
八
八

安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
王
仕
安
・
劉
建
忠
・
李
凱
著
「
山
東
日
照
首
次
發
現
春
秋
時
期
樊
國
銘
文
靑
銅

器
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
王
世
民
著
「
西
周
春
秋
金
文
所
見
諸
侯
爵
稱
的
再
檢
討
」（
李
宗
焜
主
編
『
古
文

字
與
古
代
史
』
第
三
輯
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
二

年
三
月
）

・
王
帥
著
「
西
周
金
文
字
體
演
變
的
類
型
學
觀
察
―
以
『
寶
』
字
爲
例
」（
中
國

古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編『
古
文
字
硏
究
』

第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
王
恩
田
著
「『
二
王

立
』
與

國
墓
地
年
代
上
限
―
兼
論
一
號
・
九
號
大
墓

卽

公
忌
墓
與

仲
林
父
墓
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、
河
南
省

文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
王
澤
文
著
「
試
說
西
周
金
文
中
用
作
地
名
的
『
斤
』」（『
南
方
文
物
』
二
〇
一
二

年
第
二
期
、
江
西
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
南
昌
）

・
王
占
奎
著
「
二
〇
〇
三
年
以
來
所
見
西
周
曆
日
擬
年
」（
李
宗
焜
主
編
『
古
文

字
與
古
代
史
』
第
三
輯
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
二

年
三
月
）

・
韋
心
瀅
著
「
關
於
故
宮
博
物
院
所
藏

簋
的
定
名
及
相
關
問
題
」（『
故
宮
博
物

院
院
刊
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
、
北
京
）

・

可
晶
著
「
鄭
太
子
之
孫
與
兵
壺
『
項
首
』
別
解
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中

華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・

可
晶
著
「
東
周
題
銘
零
釋
（
兩
篇
）」（『
中
國
文
字
』
新
三
八
期
、
臺
灣
藝

文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
吳
良
寶
著
「
十
五
年
上
郡
守
壽
戈
置
用
地
名
補
說
」（
中
國
文
化
遺
產
硏
究
院

編
『
出
土
文
獻
硏
究
』
第
一
一
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
吳
良
寶
著
「
九
年
承
匡
令
鼎
考
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文

獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
吳
良
寶
著
「
戰
國
晚
期
韓
國
疆
域
變
遷
新
考
―
以
兵
器
刻
銘
爲
中
心
」（『
中
國

歷
史
地
理
論
叢
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
陝
西
師
範
大
學
、
西
安
）

・
吳
鎭
烽
・
朱
艷
玲
著
「

簋
考
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
陝

西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
吳
鎭
烽
著
「
秦
子
與
秦
子
墓
考
辨
」（『
文
博
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
陝
西
省

文
物
局
、
西
安
）

・
吳
振
武
著
「『
者
彶
𠭯
虜
』
卽
吳
王
闔
廬
說
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大

學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
武
振
玉
著
「
兩
周
金
文
中
的
第
二
人
稱
代
詞
」（『
古
籍
整
理
硏
究
學
刊
』

二
〇
一
二
年
第
四
期
、
東
北
師
範
大
學
古
籍
整
理
硏
究
所
、
長
春
）

・
謝
明
文
著
「
三
鼒
鼎
銘
文
簡
釋
」（『
中
國
文
字
』
新
三
八
期
、
臺
灣
藝
文
印
書

館
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
邢
文
﹇
米
﹈
著
「
西
周
金
文
書
法
的
體
勢
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護

中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二

年
一
二
月
）

・
徐
少
華
著
「
湖
北
穀
城
出
土
的
『
襄
王
孫
盞
』
析
論
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
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一
八
九

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中

華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
閻
志
著
「
商
代
晚
期
賞
賜
銘
文
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
安
陽

師
範
學
院
、
安
陽
）

・
嚴
志
斌
著
「
商
金
文
中
所
見
的
諸
子
共
同
作
器
現
象
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中

華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
楊
秀
恩
著
「
春
秋
金
文
構
件
定
位
硏
究
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、

安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
姚
蘇
傑
著
「『
宜
』
字
的
用
法
與
《
作
册
般

》
的
釋
讀
」（『
殷
都
學
刊
』

二
〇
一
二
年
第
三
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
葉
正
渤
著
「
伯
㦰
（
殲
）
父
簋
銘
文
試
釋
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二
年
第

三
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
于
薇
著
「
湖
北
隨
州
葉
家
山
M
二
新
出

子
鼎
與
西
周
宗
盟
」『
江
漢
考
古
』

二
〇
一
二
年
第
二
期
、
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
袁
俊
傑
著
「
論
伯
唐
父
鼎
與
辟
池
射
牲
禮
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
四

期
、
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
院
文
淸
著
「
湖
北
西
周
靑
銅
器
的
發
現
與
硏
究
」（
中
國
考
古
學
會
編
『
中
國

考
古
學
會
第
十
四
次
年
會
論
文
集
二
〇
一
一
』、
文
物
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
嶽
占
偉
・
嶽
洪
彬
・
劉
煜
著
「
殷
墟
靑
銅
器
銘
文
的
制
作
方
法
」（『
中
原
文
物
』

二
〇
一
二
年
第
四
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
張
昌
平
著
「
吉
金
類
型
―
海
外
博
物
館
藏
中
國
古
代
靑
銅
器
（
三
）：
獸
面
紋

大
鼎
（
下
）」（『
南
方
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、江
西
省
文
物
考
古
硏
究
所
、

南
昌
）

・
張
昌
平
著
「
吉
金
類
型
―
海
外
博
物
館
藏
中
國
古
代
靑
銅
器
（
四
）：
李
三
觚

堆
靑
銅
器
」（『
南
方
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、江
西
省
文
物
考
古
硏
究
所
、

南
昌
）

・
張
昌
平
著
「
吉
金
類
型
―
楚
公
랛
鐘
」（『
南
方
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、

江
西
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
南
昌
）

・
張
昌
平
著
「
論
隨
州
葉
家
山
墓
地
M
一
等
幾
座
墓
葬
的
年
代
以
及
墓
地
布
局
」

（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
二
年
第
八
期
、
北
京
）

・
張
昌
平
・
丹
羽
崇
史
﹇
日
﹈・
廣
川
守
﹇
日
﹈
著
「
論
商
周
時
期
靑
銅
簋
的
鑄

型
技
術
」（『
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
一
〇
期
、中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
、

北
京
）

・
張
長
壽
・
聞
廣
著
「
毛
公
鼎
出
土
年
份
的
一
則
譌
傳
」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年

第
四
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
張
富
海
著
「
金
文
從
宮
從
九
之
字
補
說
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學

出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
張
卉
著
「
좯
公
簋
與
晉
國
早
期
歷
史
問
題
芻
議
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
二
年

第
四
期
、
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
張
磊
著
「
西
周
司
徒
與
王
室
經
濟
―
以
司
徒
對
山
林
澤
牧
的
管
理
爲
例
」（『
史

林
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
、
上
海
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
上
海
）

・
張
懋
鎔
著
「
談
隨
州
葉
家
山
西
周
曾
國
墓
地
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與

保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
九
〇

二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
張
懋
鎔
著
「
試
論
西
周
金
文
中
同
名
人
物
的
區
分
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中

華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
張
世
超
著
「
關
於
金
文
『
眉
壽
』
之
『
眉
』
的
說
明
」（
華
東
師
範
大
學
中
國

文
字
硏
究
與
應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
硏
究
』
第
一
六
輯
、
上
海
人
民
出
版

社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
八
月
）

・
張
曉
明
著
「
山
東
出
土
商
代
靑
銅
器
銘
文
字
頻
狀
況
探
析
」（『
管
子
學
刊
』

二
〇
一
二
年
第
一
期
、
山
東
理
工
大
學
齊
文
化
硏
究
院
、
淄
博
）

・
張
再
興
著
「
中

『
于
庚
』
意
義
探
索
―
基
於
語
義
搭
配
的
統
計
分
析
」（
華

東
師
範
大
學
中
國
文
字
硏
究
與
應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
硏
究
』
第
一
六
輯
、

上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
八
月
）

・
張
振
謙
著
「
齊
戈
重
錄
考
證
兩
則
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、
河

南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
張
振
謙
著
「
陳
侯
因
咨
戈
考
釋
兩
則
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、

陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
張
志
鵬
著
「『
鐘
離
氏
』
族
姓
考
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、

陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
趙
誠
著
「《
作
册
般

》
補
釋
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻

與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
趙
誠
著
「
金
文
『
才
』
字
形
義
探
索
」（
北
京
師
範
大
學
民
俗
典
籍
文
字
硏
究

中
心
編
『
民
俗
典
籍
文
字
硏
究
』
第
一
〇
輯
、
商
務
印
書
館
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
趙
燕
姣
・
謝
偉
峰
著
「
仲

父
簋
銘
與
申
國
遷
徙
」（『
中
國
歷
史
地
理
論
叢
』

二
〇
一
二
年
第
三
期
、
陝
西
師
範
大
學
、
西
安
）

・
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
安
陽
工
作
隊
編
「
河
南
安
陽
市
殷
墟
劉
家
莊
北

地
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
一
年
發
掘
簡
報
」（『
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
一
二
期
、

中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
安
陽
工
作
隊
編
「
河
南
安
陽
市
殷
墟
王
裕
口
村

南
地
二
〇
〇
九
年
發
掘
簡
報
」（『
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
一
二
期
、
中
國
社
會

科
學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
周
寶
宏
著
「
近
出
商
周
金
文
字
詞
考
釋
（
八
則
）」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復

旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華

書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
周
波
著
「
戰
國
魏
器
銘
文
硏
究
二
篇
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出

土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北

京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
周
書
燦
著
「
成
康
時
期
對
大
東
一
帶
的
經
營
」（『
齊
魯
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第

二
期
、
山
東
曲
阜
師
範
大
學
、
曲
阜
）

・
周
亞
著
「
郳
公
鎛
銘
文
及
若
干
問
題
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出

土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北

京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
朱
鳳
瀚
著
「
對
與
晉
侯
有
關
的
兩
件
西
周
銅
簋
的
探
討
」（
中
國
古
文
字
硏
究

會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、

中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）
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一

・
朱
繼
平
著
「
金
文
所
見
商
周
逢
國
相
關
史
實
硏
究
」（『
考
古
』
二
〇
一
二
年
第

一
期
、
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
朱
繼
平
著
「
宿
國
地
望
及
相
關
問
題
探
析
」（『
中
國
歷
史
地
理
論
叢
』
二
〇
一
二

年
第
三
期
、
陝
西
師
範
大
學
、
西
安
）

﹇
戰
國
簡
帛
﹈

・
艾
蘭
（Sarah Allan
）﹇
米
﹈
著
「
保
訓
及
楚
國
書
的
問
題
」（
英
文
提
要
）（
淸

華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大

學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
白
於
藍
著
「
讀
上
博
簡

記
」（『
中
國
文
字
』
新
三
八
期
、臺
灣
藝
文
印
書
館
、

臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
曹
方
向
著
「
上
博
簡
《
昭
王
毀
室
》『
誰
人
』
的
官
稱
問
題
」（
武
漢
大
學
簡
帛

硏
究
中
心
主
編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
〇
月
）

・
曹
峰
著
「
郭
店
楚
簡
中
的
『
天
』・『
命
』・『
性
』」（『
哲
學
與
文
化
』
二
〇
一
二

年
第
四
期
、
哲
學
與
文
化
月
刊
雜
誌
社
、
臺
北
）

・
曹
建
墩
著
「
上
博
簡
《
天
子
建
州
》
與
周
代
饗
禮
」（『
孔
子
硏
究
』
二
〇
一
二

年
第
三
期
、
中
國
孔
子
基
金
會
、
濟
南
）

・
晁
福
林
著
「
竹
簡
本
《
緇
衣
》
首
章
補
釋
」（『
人
文
雜
誌
』
二
〇
一
二
年
第
三

期
、
陜
西
省
社
會
科
學
院
、
西
安
）

・
晁
福
林
著
「
從
新
出
戰
國
竹
簡
資
料
看
《
詩
經
》
成
書
的
若
干
問
題
」（『
中
國

史
硏
究
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
北
京
）

・
陳
家
寧
・
趙
雅
思
著
「
從
淸
華
簡
與
今
本
《
皇
門
》
看
古
書
流
傳
與
校
勘
問
題
」

（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文

字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
陳
劍
著
「《
上
博
（
八
）・
顏
淵
問
於
孔
子
》
補
釋
兩
則
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏

究
中
心
主
編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
〇
月
）

・
陳
民
鎭
著
「《
繫
年
》『
故
志
』
說
：
淸
華
簡
《
繫
年
》
性
質
及
撰
作
背
景
芻
議
」

（『
邯
鄲
學
院
學
報
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
邯
鄲
）

・
陳
民
鎭
著
「
孟
子
『
詩
亡
然
後
《
春
秋
》
作
』
解
詁
（
上
）
―
兼
論
中
國
早
期

史
學
的
轉
捩
與
淸
華
簡
《
繫
年
》」（『
孔
孟
月
刊
』
二
〇
一
二
年
第
一
一
期
、

孔
孟
月
刊
社
、
臺
北
）

・
陳
民
鎭
著
「
淸
華
簡
《
保
訓
》
疑
牾
擧
例
（
三
則
）」（『
四
川
文
物
』

二
〇
一
二
年
第
一
期
、
四
川
省
文
物
局
、
成
都
）

・
陳
偉
著
「
楚
簡
『
䛑
』
字
試
說
」（
中
國
文
化
遺
產
硏
究
院
編
『
出
土
文
獻
硏
究
』

第
一
一
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
陳
偉
著
「
上
博
楚
竹
書
《
王
居
》
新
校
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學

出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
陳
偉
著
「《
君
人
者
何
必
安
哉
》
新
硏
」（
李
宗
焜
主
編
『
古
文
字
與
古
代
史
』

第
三
輯
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
陳
偉
著
「
讀
淸
華
簡
《
繫
年
》
札
記
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、

湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
陳
偉
著
「
淸
華
簡
《
楚
居
》『

室
』
故
事
小
考
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
九
二

與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》

國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
陳
偉
武
著「
淸
華
簡
釋
讀
拾
遺
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編『
淸

華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會

論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
陳
穎
飛
著
「
楚
國
封
君
制
的
形
成
與
初
期
面
貌
新
探
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻

硏
究
與
保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上

海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
陳
穎
飛
著「
楚
悼
王
初
期
的
大
戰
與
楚
封
君
―
淸
華
簡《
繫
年
》札
記
之
一
」（『
文

史
知
識
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
、
中
華
書
局
、
北
京
）

・
陳
穎
飛
著
「
淸
華
簡
《
程
寤
》・《
保
訓
》
文
王
紀
年
探
硏
」（『
中
國
文
化
硏
究
』

二
〇
一
二
年
第
一
期
、
北
京
語
言
大
學
、
北
京
）

・
陳
致
著
「
淸
華
簡
《
周
公
之
琴
舞
》
中
『
文
文
其
有
家
』
試
解
」（
淸
華
大
學

出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西

書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
程
浩
著「
淸
華
簡《
耆
夜
》篇
禮
制
問
題
釋
惑
：
兼
談
如
何
閱
讀
出
土
文
獻
」（『
社

會
科
學
論
壇
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
河
北
省
社
會
科
學
界
聯
合
會
、
石
家
莊
）

・
程
少
軒
著
「
上
博
八
《

鷅
》
與
《
有
皇
將
起
》
編
册
小
議
」（『
中
國
文
字
』

新
三
八
期
、
臺
灣
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
程
薇
著
「
淸
華
簡
《
芮
良
夫
毖
》
與
周
厲
王
時
的
外
患
」（
淸
華
大
學
出
土
文

獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、

上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
程
薇
著
「
淸
華
簡
《
繫
年
》
與
晉
伐
中
山
」（『
深
圳
大
學
學
報
（
人
文
社
會
科

學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
深
圳
）

・
程
薇
著
「
淸
華
簡
《
繫
年
》
與
息
嬀
事
跡
」（『
文
史
知
識
』
二
〇
一
二
年
第
四

期
、
中
華
書
局
、
北
京
）

・
程
燕
著
「『
坐
』・『
跪
』
同
源
考
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文

獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・

浩
波
・
李
想
生
著
「
生
境
的
選
擇
與
楚
文
化
的
興
起
」（『
考
古
與
文
物
』

二
〇
一
二
年
第
一
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
大
西
克
也
﹇
日
﹈
著
「
說
『
與
』
和
『
豫
』」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大

學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
董
珊
著
「《
鮑
叔
牙
》
篇
的
『
考
治
』
與
其
歷
史
文
獻
背
景
」（
武
漢
大
學
簡
帛

硏
究
中
心
主
編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
〇
月
）

・
杜
勇
著
「
淸
華
簡
《
金
縢
》
有
關
歷
史
問
題
考
論
」（『
古
籍
整
理
硏
究
學
刊
』

二
〇
一
二
年
第
二
期
、
東
北
師
範
大
學
古
籍
整
理
硏
究
所
、
長
春
）

・
杜
勇
著
「
淸
華
簡
《
尹
誥
》
與
晚
書
《
咸
有
一
德
》
辨
僞
」（『
天
津
師
範
大
學

學
報
（
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
天
津
）

・
范
常
喜
著
「《
上
博
五
》
字
詞
札
記
三
則
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學

出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
范
麗
梅
著
「
簡
帛
文
獻
用
字
與
閱
讀
習
慣
硏
究
綜
述
」（『
哲
學
與
文
化
』

二
〇
一
二
年
第
四
期
、
哲
學
與
文
化
月
刊
雜
誌
社
、
臺
北
）



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
九
三

・
馮
華
著
「
包
山
楚
簡
成
套
卜
筮
辭
中
的
『
習
卜
』
硏
究
」（『
中
國
史
硏
究
』

二
〇
一
二
年
第
一
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
北
京
）

・
馮
勝
君
・
黃
鶴
著
「
讀
楚
帛
書
小
札
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出

土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北

京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
馮
時
著
「《
鄭
子
家
喪
》
與
《
鐸
氏
微
》」（『
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
中

國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
馮
時
著
「
淸
華
《
金
縢
》
書
文
本
性
質
考
述
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與

保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》

國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
高
華
平
著
「
由
楚
簡
中
『
敎
』
族
字
的
使
用
看
楚
人
的
辯
證
『
敎
學
』
觀
」（『
華

東
師
範
大
學
學
報
（
敎
育
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
上
海
）

・
高
華
平
著
「
環
淵
新
考
―
兼
論
郭
店
楚
墓
竹
簡
《
性
自
命
出
》
及
該
墓
墓
主
的

身
份
」（『
文
學
遺
產
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
、中
國
社
會
科
學
院
文
學
硏
究
所
、

北
京
）

・
高
華
平
著
「
楚
簡
文
字
中
的
『
師
』・『
保
』・『
傅
』
與
先
秦
的
保
傅
制
度
」（『
中

國
文
化
硏
究
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
北
京
語
言
大
學
、
北
京
）

・
顧
史
考
（Scott Cook

）﹇
米
﹈
著
「
楚
簡
『
乁
（
及
）』
字
文
例
試
解
」（
中

國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏

究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
顧
史
考
（Scott Cook

）﹇
米
﹈
著
「
郭
店
楚
簡
〈
尊
德
義
〉
篇
簡
序
新
案
」（『
臺

大
中
文
學
報
』
第
三
六
期
、
國
立
臺
灣
大
學
中
國
文
學
系
、
臺
北
、
二
〇
一
二

年
三
月
）

・
郭
靜
雲
著
「
釋
楚
簡
『
𢘳
』・『
줦
』・『

』
和
『

』
字
」（
張
顯
成
主
編
『
簡

帛
語
言
文
字
硏
究
』
第
六
輯
、
巴
蜀
書
社
、
成
都
、
二
〇
一
二
年
五
月
）

・
郭
珂
著
「
說
楚
文
字
『
瑟
』」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
・
李

學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
郭
永
秉
著
「『
三
布
之
玉
』
解
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻

與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
郭
永
秉
著
「
淸
華
簡
《
尹
至
》『

至
在
湯
』
解
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究

與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》

國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
郭
永
秉
著
「
補
說
『
麗
』・『
瑟
』
的
會
通
―
從
《
君
人
者
何
必
安
哉
》
的
『

』

字
說
起
」（『
中
國
文
字
』
新
三
八
期
、
臺
灣
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
二

年
一
二
月
）

・
何
飛
燕
・
田
春
鋒
著
「
上
博
簡
《
鬼
神
之
明
》
篇
的
歸
屬
與
儒
墨
鬼
神
觀
」（『
寶

鷄
文
理
學
院
學
報
（
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
寶
鷄
）

・
何
家
興
・
楊
現
昌
著
「
楚
簡
考
釋
四
則
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、

湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
何
昆
益
・
呂
佩
珊
著
「
上
博
簡
歌
類
通
假
字
的
音
韻
現
象
」（『
慈
惠
通
識
學
術

專
業
期
刊
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
慈
惠
醫
護
管
理
專
科
學
校
、
屛
東
）

・
何
有
祖
著
「
九
店
楚
簡
《
日
書
》
校
讀
三
則
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
二
年
第

三
期
、
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
何
有
祖
著
「
上
博
楚
簡
《
孔
子
見
季
桓
子
》
字
詞
考
釋
」（
華
東
師
範
大
學
中

國
文
字
硏
究
與
應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
硏
究
』
第
一
六
輯
、
上
海
人
民
出



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
九
四

版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
八
月
）

・
侯
乃
峰
著
「《
上
博
（
七
）・
鄭
子
家
喪
》『
天
後
（
厚
）
楚
邦
』
小
考
」（
中
國

古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編『
古
文
字
硏
究
』

第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
黃
懷
信
著
「
淸
華
簡
《
祭
公
》
篇
校
釋
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護

中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
際

學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
黃
懷
信
著
「
淸
華
簡
《
耆
夜
》
句
解
」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
文
物

出
版
社
、
北
京
）

・
黃
靈
庚
著
「
淸
華
簡
戰
國
竹
簡
《
楚
居
》

疏
」（『
中
華
文
史
論
叢
』
二
〇
一
二

年
第
一
期
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
）

・
黃
人
二
著
「
上
博
藏
簡
第
五
册
姑
城
家
父
試
釋
」（『
考
古
學
報
』
二
〇
一
二
年

第
二
期
、
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
黃
儒
宣
著
「
上
博
楚
簡
字
詞
考
釋
九
則
」（『
古
籍
整
理
硏
究
學
刊
』
二
〇
一
二

年
第
五
期
、
東
北
師
範
大
學
古
籍
整
理
硏
究
所
、
長
春
）

・
黃
庭
頎
著
「
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
〈
尹
至
〉
探
析
」（『
有
鳳
初
鳴
年
刊
』
第

八
期
、
東
吳
大
學
中
國
文
學
系
碩
博
士
班
學
生
會
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
七
月
）

・
黃
錫
全
著
「
淸
華
簡
《
繫
年
》『
閥
』
字
簡
議
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究
中
心
主

編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
黃
錫
全
著
「『
朋
郢
』
新
探
―
讀
淸
華
簡
《
楚
居
》
札
記
」（『
江
漢
考
古
』

二
〇
一
二
年
第
二
期
、
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
黃
錫
全
著
「
楚
武
王
『
郢
』
都
初
探
│
讀
淸
華
簡
《
楚
居
》
札
記
之
一
」（
淸

華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大

學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
黃
澤
鈞
著
「
淸
華
簡
〈
尹
誥
〉
硏
究
四
題
」（『
思
辨
集
』
第
一
五
號
、
國
立
臺

灣
師
範
大
學
國
文
學
系
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
季
旭
昇
著
「《
上
博
五
・
鮑
叔
牙
與
隰
朋
之
諫
》
釋
文
暨
三
個
問
題
」（
中
國
古

文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』

第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
季
旭
昇
著
「《
淸
華
簡
（
壹
）・
耆
夜
》
硏
究
」（
李
宗
焜
主
編
『
古
文
字
與
古

代
史
』
第
三
輯
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
季
旭
昇
著
「
從
戰
國
楚
簡
談
『
息
』
字
」（『
中
國
文
字
』
新
三
八
期
、
臺
灣
藝

文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
江
林
昌
・
孫
進
著
「《
楚
居
》『
脅
生
』『
賓
天
』
的
神
話
學
與
考
古
學
硏
究
」（
淸

華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大

學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
金
榮
權
著
「
論
《
詩
經
》『
二
南
』
的
特
殊
地
位
及
其
成
因
」（『
中
州
學
刊
』

二
〇
一
二
年
第
五
期
、
河
南
省
社
會
科
學
院
、
鄭
州
）

・
柯
鶴
立
（Constance A. Cook

）﹇
米
﹈
著
「
淸
華
簡
《
保
訓
》
中
的
『
訓
』

及
古
代
傳
播
『
訓
』
的
方
式
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸

華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會

論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
李
春
桃
著
「
利
用
楚
簡
資
料
硏
究
古
文
五
則
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究
中
心
主

編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
九
五

・
李
家
浩
著
「
淸
華
戰
國
竹
簡
《
楚
居
》
中
的

랽
・

執
和

」（
淸
華
大

學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中

西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
李
家
浩
著
「
葛
陵
村
楚
簡
中
的
『
句

』」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學

出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
李
均
明
・
趙
桂
芳
著
「
淸
華
簡
文
本
復
原
―
以
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
》
第

一
・
二
輯
爲
例
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編

『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
李
均
明
著
「
淸
華
簡
首
集
簡
册
文
本
解
析
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保

護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國

際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
李
零
著
「
讀
淸
華
簡
筆
記
：
禼
與
竊
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中

心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學

術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
李
銳
著
「
讀
上
博
八
札
記
」（
中
國
文
化
遺
產
硏
究
院
編
『
出
土
文
獻
硏
究
』

第
一
一
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
李
銳
著
「
讀
淸
華
簡
《
保
訓
》
札
記
（
三
則
）」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦

大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書

局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
李
銳
著
「
由
近
年
出
土
文
獻
論
《
尚
書
序
》
的
有
關
問
題
」（
淸
華
大
學
出
土

文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹

簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
二
月
）

・
李
守
奎
著
「
釋
楚
文
字
中
的
『
𢍪
』」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心

編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
二
月
）

・
李
守
奎
著
「《
周
公
之
琴
舞
》
補
釋
」（
中
國
文
化
遺
產
硏
究
院
編
『
出
土
文
獻

硏
究
』
第
一
一
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
李
守
奎
著
「
論
淸
華
簡
中
的
昭
王
居
秦
溪
之
上
與
昭
王
歸
隨
」（
淸
華
大
學
出

土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國

竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
二
月
）

・
李
守
奎
著
「
淸
華
簡
《
周
公
之
琴
舞
》
與
周
頌
」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
八

期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
李
守
奎
・
邱
傳
亮
著
「
包
山
簡
文
字
考
釋
四
則
」（
華
東
師
範
大
學
中
國
文
字

硏
究
與
應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
硏
究
』
第
一
六
輯
、
上
海
人
民
出
版
社
、

上
海
、
二
〇
一
二
年
八
月
）

・
李
松
儒
著
「《
天
子
建
州
》
甲
乙
本
字
迹
硏
究
」（
中
國
文
化
遺
產
硏
究
院
編
『
出

土
文
獻
硏
究
』
第
一
一
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
李
松
儒
著
「
讀
上
博
八
《
命
》・《
王
居
》・《
志
書
乃
言
》
字
跡
相
關
問
題
」（
武

漢
大
學
簡
帛
硏
究
中
心
主
編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
李
學
勤
著
「
論
淸
華
簡
《
周
公
之
琴
舞
》『
疐
天
之
不
易
』」（
中
國
文
化
遺
產

硏
究
院
編
『
出
土
文
獻
硏
究
』
第
一
一
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
二
月
）



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
九
六

・
李
學
勤
著
「
由
淸
華
簡
《
繫
年
》
論
《
紀
年
》
的
體
例
」（『
深
圳
大
學
學
報
（
人

文
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
深
圳
）

・
李
學
勤
著
「
淸
華
簡
《
繫
年
》
解
答
封
衞
疑
謎
」（『
文
史
知
識
』
二
〇
一
二
年

第
三
期
、
中
華
書
局
、
北
京
）

・
李
學
勤
著
「
新
整
理
淸
華
簡
六
種
槪
述
」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
八
期
、
文

物
出
版
社
、
北
京
）

・
李
燁
著
「《
淸
華
簡
（
壹
）》『
厥
』
和
『
其
』
的
用
法
及
其
時
代
性
初
探
」（
張

顯
成
主
編
『
簡
帛
語
言
文
字
硏
究
』
第
六
輯
、
巴
蜀
書
社
、
成
都
、
二
〇
一
二

年
五
月
）

・
李
迎
莉
著
「《
淸
華
簡
（
壹
）》
複
音
詞
硏
究
」（
張
顯
成
主
編
『
簡
帛
語
言
文

字
硏
究
』
第
六
輯
、
巴
蜀
書
社
、
成
都
、
二
〇
一
二
年
五
月
）

・
李
詠
健
著「《
上
博
七
・
鄭
子
家
喪
》『
毋
敢
勹
門
而
出
』考
」（
張
顯
成
主
編『
簡

帛
語
言
文
字
硏
究
』
第
六
輯
、
巴
蜀
書
社
、
成
都
、
二
〇
一
二
年
五
月
）

・
廖
名
春
著
「
淸
華
簡
《
繫
年
》
管
窺
」（『
深
圳
大
學
學
報
（
人
文
社
會
科
學
版
）』

二
〇
一
二
年
第
三
期
、
深
圳
）

・
梁
靜
著
「
對
于
判
斷
出
土
文
獻
學
派
歸
屬
的
反
思
―
以
上
博
楚
簡
爲
中
心
的
考

察
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究
中
心
主
編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

上
海
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
梁
立
勇
著
「
讀
《
繫
年
》
札
記
」（『
深
圳
大
學
學
報
（
人
文
社
會
科
學
版
）』

二
〇
一
二
年
第
三
期
、
深
圳
）

・
梁
濤
著
「
淸
華
簡
《
保
訓
》
的
『
中
』
爲
中
道
說
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏

究
與
保
護
中
心
編『
淸
華
簡
硏
究（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡（
壹
）》

國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
廖
名
春
著
「
淸
華
簡
《
尹
誥
》
篇
的
內
容
與
思
想
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏

究
與
保
護
中
心
編『
淸
華
簡
硏
究（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡（
壹
）》

國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
林
淸
源
著
「《
上
博
七
・
鄭
子
家
喪
》
文
本
問
題
檢
討
」（
李
宗
焜
主
編
『
古
文

字
與
古
代
史
』
第
三
輯
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
二

年
三
月
）

・
林
文
華
著
「《
郭
店
楚
簡
》
文
字
考
釋
四
則
」（『
屛
東
敎
育
大
學
學
報
（
人
文

社
會
類
）』
第
三
八
期
、
屛
東
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
林
志
強
著
「
字
說
三
則
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古

文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
劉
傳
寶
著
「
郭
店
竹
簡
硏
究
補
說
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土

文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
劉
春
萍
著
「
戰
國
出
土
與
傳
世
文
獻
中
的
『
誰
』
與
『
孰
』」（『
殷
都
學
刊
』

二
〇
一
二
年
第
一
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
劉
光
勝
著
「
淸
華
簡
與
先
秦
《
書
》
經
傳
流
」（『
史
學
集
刊
』
二
〇
一
二
年
第

一
期
、
吉
林
大
學
、
長
春
）

・
劉
國
勝
著
「
楚
簡
車
馬
名
物
考
釋
二
則
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學

出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
劉
國
忠
著
「
淸
華
簡
《
傅
說
之
命
》
別
解
二
則
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究

與
保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
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第
二
號

一
九
七

二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
劉
國
忠
著
「
試
析
淸
華
簡
《
金
縢
》
篇
名
中
的
稱
謂
問
題
」（
淸
華
大
學
出
土

文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹

簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
二
月
）

・
劉
國
忠
著
「
淸
華
簡
與
古
代
文
史
硏
究
」（『
文
史
知
識
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、

中
華
書
局
、
北
京
）

・
劉
國
忠
著
「
淸
華
簡
《
程
寤
》
與
『
文
王
受
命
』」（『
文
史
知
識
』
二
〇
一
二

年
第
五
期
、
中
華
書
局
、
北
京
）

・
劉
樂
賢
著
「
上
博
簡
《
昭
王
毀
室
》『
訋
寇
』
試
解
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏

究
與
保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
劉
樂
賢
著
「
淸
華
簡
《
金
縢
》『
뤃
』
字
臆
解
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與

保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》

國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
劉
全
志
著
「
淸
華
簡
《
保
訓
》『
假
中
于
河
』
新
論
」（『
北
京
師
範
大
學
學
報
（
社

會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
北
京
）

・
劉
信
芳
著
「
淸
華
藏
簡
（
壹
）
試
讀
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出

土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北

京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
劉
雲
著
「
淸
華
簡
文
字
考
釋
四
則
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、

陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
劉
志
基
著
「
楚
簡
『
用
字
避
複
』
芻
議
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學

出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
劉
志
基
著
「

爲
『
曰
』
字
避
復
草
寫
說
」（
華
東
師
範
大
學
中
國
文
字
硏
究

與
應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
硏
究
』
第
一
六
輯
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
八
月
）

・
盧
中
陽
著
「
從
淸
華
簡
《
楚
居
》
篇
多
郢
看
先
秦
時
期
的
異
地
同
名
現
象
」（
張

顯
成
主
編
『
簡
帛
語
言
文
字
硏
究
』
第
六
輯
、
巴
蜀
書
社
、
成
都
、
二
〇
一
二

年
五
月
）

・
陸
德
富
著
「
說
『
兵
死
者
』」（
中
國
文
化
遺
產
硏
究
院
編
『
出
土
文
獻
硏
究
』

第
一
一
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
羅
恭
著
「
淸
華
簡
《
金
縢
》
與
周
公
居
東
」（『
文
史
知
識
』
二
〇
一
二
年
第
四

期
、
中
華
書
局
、
北
京
）

・
羅
琨
著
「《
保
訓
》『
求
中
』・『
得
中
』
解
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護

中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二

年
一
二
月
）

・
羅
小
華
著
「
曾
侯
乙
墓
竹
簡
合
文
硏
究
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究
中
心
主
編
『
簡

帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
羅
小
華
著
「
釋

」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
二
年
第
一
二
期
、北
京
）

・
羅
新
慧
著
「
淸
華
簡
《
程
寤
》
篇
與
文
王
受
命
再
探
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻

硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡

（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、中
西
書
局
、上
海
、二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
羅
運
環
著
「
關
於
季
連
糾
葛
問
題
的
探
討
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保

護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
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際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
馬
楠
著
「
淸
華
簡
《
說
命
》
補
釋
三
則
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護

中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
馬
智
全
著
「
淸
華
簡
《
尹
至
》
字
體
散
論
」（
張
顯
成
主
編
『
簡
帛
語
言
文
字

硏
究
』
第
六
輯
、
巴
蜀
書
社
、
成
都
、
二
〇
一
二
年
五
月
）

・
馬
衞
東
著
「《
容
成
氏
》『
文
王
服
九
邦
』
考
辨
―
兼
論
《
容
成
氏
》
的
主
體
思

想
及
其
學
派
歸
屬
」（『
史
學
集
刊
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
吉
林
大
學
、
長
春
）

・
孟
蓬
生
著
「『
出
言
又
（
有
）
丨
、
利
（
黎
）
民
所
訃
』
音
釋
―
談
魚
通
轉
例

說
之
四
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究
中
心
主
編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出

版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
孟
蓬
生
著
「《
楚
居
》
所
見
楚
王
名
考
釋
二
則
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與

保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》

國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
牛
鵬
濤
著
「
簡
帛
零
札
二
則
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
・
李

學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
牛
新
房
著
「
說
《
成
之
聞
之
》
中
的
『
受
次
』
及
相
關
諸
字
」（
中
國
古
文
字

硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第

二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
彭
浩
著
「
望
山
二
號
墓
遣
册
的
『
𦃼
』
與
『
易
馬
』」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
二

年
第
三
期
、
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
彭
裕
商
著
「
淸
華
簡
《
繫
年
》
札
記
二
則
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護

中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二

年
一
二
月
）

・
齊
丹
丹
著
「
上
博
簡
《
民
之
父
母
》
硏
究
綜
述
」（『
古
籍
整
理
硏
究
學
刊
』

二
〇
一
二
年
第
二
期
、
東
北
師
範
大
學
古
籍
整
理
硏
究
所
、
長
春
）

・
淺
野
裕
一
﹇
日
﹈
著
「
淸
華
簡
《
楚
居
》
初
探
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究

與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》

國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
單
育
辰
著
「
包
山
簡
案
例
硏
究
兩
則
」（『
吉
林
大
學
社
會
科
學
學
報
』
二
〇
一
二

年
第
一
期
、
長
春
）

・
單
育
辰
著
「
戰
國
簡
帛
文
字
雜
識
（
十
一
則
）」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究
中
心
主

編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
單
育
辰
著
「
由
淸
華
簡
釋
解
古
文
字
一
例
」（『
史
學
集
刊
』
二
〇
一
二
年
第
三

期
、
吉
林
大
學
、
長
春
）

・
沈
培
著
「
談
談
淸
華
簡
用
爲
『
五
行
相
勝
』
的
『
勝
』
字
」（
淸
華
大
學
出
土

文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、中
西
書
局
、

上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
沈
培
著
「
再
從
語
法
角
度
看
《
緇
衣
》
在
流
傳
過
程
中
的
改
動
」（
武
漢
大
學
簡

帛
硏
究
中
心
主
編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二

年
一
〇
月
）

・
沈
建
華
著
「
秦
族
西
遷
『
朱
圄
』
原
因
及
有
關
地
理
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中

華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
史
傑
鵬
著
「
郭
店
老
子
簡
的
『

』
字
及
相
關
之
字
硏
究
」（
中
國
古
文
字
硏

究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
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第
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一
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九

輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
宋
華
強
著
「
淸
華
簡
《
楚
居
》
一
―
二
號
與
楚
人
早
期
歷
史
傳
說
」（『
文
史
』

二
〇
一
二
年
第
二
期
、
中
華
書
局
、
北
京
）

・
蘇
建
洲
著
「《
上
博
三
・
仲
弓
》
簡
二
〇
『
數
』
字
解
兼
論
秦
漢
文
字
的
『
婁
』」

（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文

字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
蘇
建
洲
著
「《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
貳
）
繫
年
》
考
釋
四
則
」（
武
漢
大
學
簡

帛
硏
究
中
心
主
編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
〇
月
）

・
蘇
建
洲
著
「《
上
博
三
・
中
弓
》
簡
二
〇
『

析
』
試
論
」（
卜
憲
群
・
楊
振
紅

主
編
『
簡
帛
硏
究
二
〇
一
〇
』、
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
桂
林
、
二
〇
一
二

年
三
月
）

・
蘇
建
洲
著
「
說
《
武
王
踐

》
簡
三
『
矩
』
字
」（
張
顯
成
主
編
『
簡
帛
語
言

文
字
硏
究
』
第
六
輯
、
巴
蜀
書
社
、
成
都
、
二
〇
一
二
年
五
月
）

・
蘇
建
洲
著
「
據
淸
華
簡
《
祭
公
》
校
讀
《
逸
周
書
・
祭
公
解
》
札
記
」（『
中
國

文
字
』
新
三
八
期
、
臺
灣
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
蘇
建
洲
著
「《
上
博
五
・
弟
子
問
》
硏
究
」（『
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所

集
刊
』
第
八
三
本
第
二
分
、
臺
北
）

・
孫
飛
燕
著
「《
容
成
氏
》
中
堯
讓
賢
部
分
的
簡
序
調
整
芻
議
」（
淸
華
大
學
出
土

文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、中
西
書
局
、

上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
孫
飛
燕
著
「
也
談
淸
華
簡
《
尹
誥
》
的
『
惟
尹
旣
及
湯
、
咸
有
一
德
』」（
淸
華
大

學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰

國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
二
月
）

・
孫
飛
燕
著
「
釋
《
左
傳
》
的
『
厲
之
役
』 

」（『
深
圳
大
學
學
報
（
人
文
社
會
科

學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
深
圳
）

・
孫
世
洋
著
「
上
博
簡
《
詩
論
》『
詩
猶
旁
門
』
說
本
義
綜
辨
―
兼
論
其
多
元
并

包
的
開
明
詩
學
觀
」（『
古
籍
整
理
硏
究
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
、
東
北
師

範
大
學
古
籍
整
理
硏
究
所
、
長
春
）

・
孫
偉
龍
著
「
也
談
『
文
字
雜
糅
』
現
象
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學

出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
田
旭
東
著
「
淸
華
簡
《
耆
夜
》
中
的
禮
樂
實
踐
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二

年
第
一
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
田
旭
東
著
「
尹
摯
與
伊
尹
學
派
―
以
出
土
文
獻
爲
考
察
中
心
」（
淸
華
大
學
出

土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國

竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
二
月
）

・
王
安
國
（Jeffery Riegel

）﹇
豪
﹈
著
「
賢
賢
易
色
―
試
論
早
期
儒
家
思
想
中

的
慾
望
理
念
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出

土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
王
紅
亮
著
「
淸
華
簡
《
繫
年
》
中
周
平
王
東
遷
的
相
關
年
代
考
」（『
史
學
史
硏

究
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、
北
京
師
範
大
學
、
北
京
）

・
王
輝
著
「
一
粟
居
讀
簡
記
（
一
）」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編

『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

二
〇
〇

會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
王
輝
著
「
一
粟
居
讀
簡
記
（
二
・
三
）」（『
陝
西
歷
史
博
物
館
館
刊
』
第
一
九
輯
、

三
秦
出
版
社
、
西
安
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
王
輝
著
「
上
博
藏
簡
詞
語
釋
讀
四
則
」（『
中
國
文
字
』
新
三
八
期
、
臺
灣
藝
文

印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
王
暉
著
「
淸
華
簡
《
保
訓
》『
中
』
字
釋
義
及
其
主
題
思
想
」（
淸
華
大
學
出
土

文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹

簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
二
月
）

・
王
暉
著
「
楚
竹
書
《
吳
命
》
主
旨
與
春
秋
晚
期
爭
霸
格
局
硏
究
」（『
人
文
雜
誌
』

二
〇
一
二
年
第
三
期
、
陜
西
省
社
會
科
學
院
、
西
安
）

・
王
坤
鵬
著
「
簡
本
《
金
縢
》
學
術
價
値
新
論
」（『
古
代
文
明
』
二
〇
一
二
年
第

四
期
、
東
北
師
範
大
學
世
界
古
典
文
明
史
硏
究
所
・
亞
洲
文
明
硏
究
院
、
長
春
）

・
王
連
龍
著
「
慈
利
楚
簡
《
大
武
》
校
讀
六
則
」（『
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、

中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
王
連
龍
著
「
淸
華
簡
《
皇
門
》
篇
『
땋
門
』
解
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二

年
第
四
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
王
世
駿
著
「
郭
店
簡
中
所
見
非
文
字
記
號
蠡
測
數
則
」（
卜
憲
群
・
楊
振
紅
主

編
『
簡
帛
硏
究
二
〇
一
〇
』、
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
桂
林
、
二
〇
一
二
年

三
月
）

・
王
偉
著
「
淸
華
簡
《
繫
年
》『
奴
꽏
之
戎
』
再
考
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究

與
保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
汪
穎
著
「《
淸
華
簡
（
壹
）》
名
詞
硏
究
」（
張
顯
成
主
編
『
簡
帛
語
言
文
字
硏
究
』

第
六
輯
、
巴
蜀
書
社
、
成
都
、
二
〇
一
二
年
五
月
）

・
王
玉
蛟
著
「《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
人
稱
代
詞
硏
究
」（
張
顯
成
主

編
『
簡
帛
語
言
文
字
硏
究
』
第
六
輯
、
巴
蜀
書
社
、
成
都
、
二
〇
一
二
年
五
月
）

・
王
瑜
楨
著
「
從
《
淸
華
三
》
談
𢼸
與
敗
的
字
形
訛
混
」（『
中
國
文
字
』
新
三
八

期
、
臺
灣
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
王
志
平
著
「《
語
叢
》
遺
秉
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究
中
心
主
編
『
簡
帛
』
第
七

輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
王
志
平
著
「
淸
華
簡
《
皇
門
》
異
文
與
周
代
的
朝
儀
制
度
」（
淸
華
大
學
出
土

文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹

簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
二
月
）

・
魏
慈
德
著
「
試
論
楚
簡
中
『
兮
』
字
的
讀
音
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦

大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書

局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
吳
新
勇
著
「
淸
華
簡
《
蟋
蟀
》
及
其
所
見
周
公
無
逸
思
想
」（『
史
學
月
刊
』

二
〇
一
二
年
第
四
期
、
河
南
大
學
・
河
南
省
歷
史
學
會
、
開
封
）

・
吳
洋
著
「《
上
博
（
八
）・

鷅
》
與
《
詩
經
・

風
・
旄
丘
》」（
中
國
文
化
遺

產
硏
究
院
編
『
出
土
文
獻
硏
究
』
第
一
一
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二

年
一
二
月
）

・
夏
德
安
（D

onald H
arper

）﹇
米
﹈
著
「
飮
酒
與
古
代
中
國
遊
戲
文
化
―
從
社

會
學
的
角
度
讀
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
《
耆
（
黎
）
舍
》」（
中
文
・
英
文
提
要
）

（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

二
〇
一

華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
夏
含
夷
（Edw

ard L. Shaughnessy

）﹇
米
﹈
著
「
先
秦
時
代
『
書
』
之
傳
授

―
以
淸
華
簡
《
祭
公
之
顧
命
》
爲
例
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中

心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學

術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
夏
世
華
著「
禪
讓
政
治
的
基
本
理
論
架
構
及
其
所
要
求
的
德
行
基
礎
―
楚
簡《
唐

虞
之
道
》
第
六
至
一
纂
號
簡
思
想
析
論
」（『
社
會
科
學
戰
線
』
二
〇
一
二
年
第

三
期
、
吉
林
省
社
會
科
學
院
、
長
春
）

・
蕭
聖
中
著
「
江
陵
天
星
觀
遣
策
簡
選
注
七
則
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦

大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書

局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
蕭
毅
「
讀
簡
札
記
一
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文

字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二

年
一
〇
月
）

・
謝
維
揚
著
「
從
《
淸
華
簡
（
壹
）》
看
古
書
成
書
和
流
傳
的
一
些
問
題
」（
淸
華
大

學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰

國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
二
月
）

・
謝
向
榮
著
「《
周
易
》『
无
妄
』
卦
義
考
」（『
經
學
硏
究
集
刊
』
第
一
二
期
、
國

立
高
雄
師
範
大
學
、
二
〇
一
二
年
五
月
、
高
雄
）

・
邢
文
﹇
米
﹈
著
「
試
釋
淸
華
簡
《
尹
至
》
的
『
一
勿
遺
』」（
淸
華
大
學
出
土
文

獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡

（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、中
西
書
局
、上
海
、二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
許
兆
昌
・
齊
丹
丹
著
「
試
論
淸
華
簡
《
繫
年
》
的
編
纂
特
點
」（『
古
代
文
明
』

二
〇
一
二
年
第
二
期
、
東
北
師
範
大
學
世
界
古
典
文
明
史
硏
究
所
・
亞
洲
文
明

硏
究
院
、
長
春
）

・
徐
廣
才
著
「
據
出
土
簡
帛
解
《
天
問
》『
死
則
又
育
』」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中

華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
徐
少
華
著
「
季
連
早
期
居
地
及
相
關
問
題
考
析
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究

與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》

國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
徐
少
華
著
「

國
歷
史
地
理
與
文
化
遺
存
析
論
」（『
中
國
史
硏
究
』
二
〇
一
二

年
第
二
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
北
京
）

・
徐
文
武
著
「
從
新
蔡
楚
簡
探
楚
族
的
起
源
」（『
湖
北
大
學
學
報
（
哲
學
社
會
科

學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
武
漢
）

・
徐
在
國
著
「
上
博
五
『
禝
（
稷
）』
字
補
說
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保

護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國

際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
玄
華
著
「
論
『
太
一
生
水
』
內
涵
及
其
圖
式
―
兼
論
『
太
極
圖
』
起
源
」（『
中

州
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
河
南
省
社
會
科
學
院
、
鄭
州
）

・
禤
健
聰
著
「
上
博
楚
簡
『
孔
』
字
試
說
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學

出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
顏
世
鉉
著
「
上
博
楚
竹
書
『
苦
成
家
父
』
名
字
解
詁
│
兼
釋
三
則
『
讎
』
和
『
醜
』



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

二
〇
二

通
假
的
文
獻
」（
李
宗
焜
主
編
『
古
文
字
與
古
代
史
』
第
三
輯
、
中
央
硏
究
院

歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
顏
世
鉉「
淸
華
竹
書《
繫
年
》札
記
二
則
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究
中
心
主
編『
簡

帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
楊
朝
明
著
「『
淸
華
簡
』《
保
訓
》
與
『
文
武
之
政
』」（『
管
子
學
刊
』

二
〇
一
二
年
第
二
期
、
山
東
理
工
大
學
齊
文
化
硏
究
院
、
淄
博
）

・
楊
澤
生
著
「
上
博
簡
《
吳
命
》
篇
補
說
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學

出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
楊
振
紅
著
「
從
淸
華
簡
《
金
縢
》
看
《
尚
書
》
的
傳
流
及
周
公
歷
史
記
載
的
演

變
」（『
中
國
史
硏
究
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、

北
京
）

・
葉
國
良
著「
從
傳
統
圖
書
與
出
土
文
獻
看
孔
子
至
西
漢
初
期
經
學
的
傳
播
」（『
哲

學
與
文
化
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、
哲
學
與
文
化
月
刊
雜
誌
社
、
臺
北
）

・
虞
萬
里
著
「
由
淸
華
簡
《
尹
誥
》
論
《
古
文
尚
書
・
咸
有
一
德
》
之
性
質
」（『
史

林
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
上
海
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
上
海
及
び
淸
華

大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學

藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
袁
金
平
著
「
利
用
楚
簡
文
字
校
釋
《
荀
子
》
一
則
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中

華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
袁
金
平
著
「
淸
華
簡
《
金
縢
》
校
讀
一
則
」（『
古
代
文
明
』
二
〇
一
二
年
第
三

期
、
東
北
師
範
大
學
世
界
古
典
文
明
史
硏
究
所
・
亞
洲
文
明
硏
究
院
、
長
春
及

び
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸

華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
袁
金
平
著
「《
左
傳
》『
夕
室
』
考
辨
―
讀
淸
華
簡
《
楚
居
》
小
札
」（『
深
圳
大

學
學
報
（
人
文
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
深
圳
）

・
張
崇
禮
著
「
郭
店
簡
《
尊
德
義
》
簡
序
的
一
處
調
整
」（『
古
籍
整
理
硏
究
學
刊
』

二
〇
一
二
年
第
一
期
、
東
北
師
範
大
學
古
籍
整
理
硏
究
所
、
長
春
）

・
張
崇
禮
著
「
上
博
七
字
詞
考
釋
三
則
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、

湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
張
峰
著
「《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
考
釋
」（『
靑
海
民
族
大
學
學
報
（
社

會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
西
寧
）

・
張
世
超
著
「
楚
文
字
札
記
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古

文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二

年
一
〇
月
）

・
張
新
俊
著
「
釋
上
博
簡
《
凡
物
流
形
》
中
的
『
及
』」（
張
顯
成
主
編
『
簡
帛
語

言
文
字
硏
究
』
第
六
輯
、
巴
蜀
書
社
、
成
都
、
二
〇
一
二
年
五
月
）

・
張
玉
金
著
「
出
土
戰
國
文
獻
程
度
副
詞
硏
究
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦

大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書

局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
張
玉
金
著
「
出
土
戰
國
文
獻
中
虛
詞
『
與
』
和
『
及
』
的
區
別
」（『
語
文
硏
究
』

二
〇
一
二
年
第
一
期
、
山
西
省
社
會
科
學
院
、
太
原
）

・
張
再
林
著
「
身
心
一
體
：
郭
店
竹
簡
的
『
一
貫
之
道
』」（『
深
圳
大
學
學
報
（
人



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

二
〇
三

文
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
深
圳
）

・
趙
平
安
著
「『
三
楚
先
』
何
以
不
包
括
季
連
」（
李
宗
焜
主
編
『
古
文
字
與
古
代

史
』
第
三
輯
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
趙
平
安
著
「
試
說
《
楚
居
》『

羊
』」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
文

物
出
版
社
、
北
京
）

・
趙
平
安
著
「《
芮
良
夫
䛑
》
初
讀
」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
八
期
、
文
物
出

版
社
、
北
京
）

・
趙
平
安
著
「《
楚
居
》『
爲
郢
』
考
」（『
中
國
史
硏
究
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、

中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
北
京
）

・
鄭
威
著
「
戰
國
至
漢
初
的
鄱
君
與
鄱
縣
・
鄱
陽
」（『
中
國
歷
史
地
理
論
叢
』

二
〇
一
二
年
第
四
期
、
陝
西
師
範
大
學
、
西
安
）

・
周
鳳
五
著「
傳
統
漢
學
經
典
的
再
生
―
以
淸
華
簡〈
保
訓
〉『
中
』字
爲
例
」（『
漢

學
硏
究
通
訊
』
第
三
一
卷
第
二
期
、
漢
學
硏
究
中
心
蔣
經
國
國
際
學
術
交
流
基

金
會
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
五
月
）

・
周
宏
偉
著
「
楚
人
源
於
關
中
平
原
新
證
―
以
淸
華
簡
《
楚
居
》
相
關
地
名
的
考

釋
爲
中
心
」（『
中
國
歷
史
地
理
論
叢
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、陝
西
師
範
大
學
、

西
安
）

・
周
書
燦
著
「
上
博
簡
《
容
成
氏
》
九
州
補
論
」（『
史
學
集
刊
』
二
〇
一
二
年
第

三
期
、
吉
林
大
學
、
長
春
）

・
朱
鳳
瀚
著
「
讀
淸
華
楚
簡
《
皇
門
》」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心

編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術

硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
朱
曉
海
著
「
論
淸
華
簡
所
謂
《
繫
年
》
的
書
籍
性
質
」（『
中
正
漢
學
硏
究
』
總

二
〇
期
、
國
立
中
正
大
學
中
國
文
學
、
嘉
義
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

﹇
そ
の
他
﹈

・
北
京
大
學
出
土
文
獻
硏
究
所
編
「
北
京
大
學
藏
秦
簡
牘
室
內
發
掘
淸
理
簡
報
」

（『
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
六
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
北
京
大
學
出
土
文
獻
硏
究
所
編
「
北
京
大
學
藏
秦
簡
牘
槪
述
」（『
文
物
』

二
〇
一
二
年
第
六
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
陳
侃
理
著
「
北
大
秦
簡
中
的
方
術
書
」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
六
期
、
文
物

出
版
社
、
北
京
）

・
程
剛
著
「
繳
射
新
證
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
陝
西
省
考
古

硏
究
院
、
西
安
）

・
程
燕
著
「『
苑
璽
』
考
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
陝
西
省
考

古
硏
究
院
、
西
安
）

・
竇
淑
梅
著
「
淺
談
拓
片
技
術
及
其
制
作
方
法
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二
年
第

二
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
方
向
名
著
「
大
汶
口
・
良
渚
晚
期
和
好
川
―
從
圖
符
考
察
觀
念
形
態
的
交
流
和
融

會
」（
中
國
考
古
學
會
編
『
中
國
考
古
學
會
第
十
四
次
年
會
論
文
集
二
〇
一
一
』、

文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
韓
巍
著
「
北
大
秦
簡
中
的
數
學
文
獻
」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
六
期
、
文
物

出
版
社
、
北
京
）

・
何
家
興
著
「《
中
原
文
化
大
典
》
溫
縣
盟
書
考
釋
（
十
一
則
）」（『
中
國
國
家
博

物
館
館
刊
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
、
北
京
）

・
何
育
靈
・
嶽
占
偉
著
「
論
殷
墟
出
土
的
三
枚
靑
銅
印
章
及
相
關
問
題
」（『
考
古
』



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

二
〇
四

二
〇
一
二
年
第
一
二
期
、
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
胡
東
波
・
常
懷
穎
著
「
簡
牘
發
掘
方
法
淺
說
―
以
北
京
大
學
藏
秦
簡
牘
室
內
發

掘
爲
例
」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
六
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
黃
錦
前
・
樊
溫
泉
著
「
河
南
桐
柏
月
河
墓
地
出
土
璽
印
文
字
考
釋
」（
中
國
古

文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』

第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
李
春
桃
著
「
傳
抄
古
文
考
釋
四
篇
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土

文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
李
零
著
「
北
大
秦
牘
《
泰
原
有
死
者
》
簡
介
」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
六
期
、

文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
李
維
明
著
「
二
里
頭
文
化
陶
字
符
量
化
分
析
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二
年

第
二
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
李
維
明
著
「
鄭
州
商
文
化
陶
字
符
量
化
分
析
」（『
南
方
文
物
』
二
〇
一
二
年
第

三
期
、
江
西
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
南
昌
）

・
林
聖
峰
著
「《
古
文
四
聲
韻
》
古
文
考
釋
七
則
」（『
中
國
文
字
』
新
三
八
期
、

臺
灣
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
劉
釗
著
「
關
於
幾
組
戰
國
格
言
璽
的
解
釋
」（『
中
華
文
史
論
叢
』
二
〇
一
二
年

第
三
期
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
）

・
馬
保
春
・
袁
廣
闊
・
宋
國
定
著
「
鄭
州
小
雙
橋
商
代
遺
址
陶
符
硏
究
」（『
文
物
』

二
〇
一
二
年
第
一
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
秦
曉
華
著
「
趙
國
貨
幣
地
名
考
證
三
則
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學

出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
湯
志
彪
著
「
溫
縣
盟
書
盟
主
簡
論
」（『
古
籍
整
理
硏
究
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第

五
期
、
東
北
師
範
大
學
古
籍
整
理
硏
究
所
、
長
春
）

・
湯
志
彪
著
「
溫
縣
盟
書
字
詞
釋
讀
札
記
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學

出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
王
勇
著
「
秦
代
『
書
同
文
字
』
的
新
認
識
」（『
文
博
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、

陝
西
省
文
物
局
、
西
安
）

・
王
宇
信
著
「
談
韓
國
學
者
『
發
現
的
』
紅
陶
罐
上
『
商
帝
辛
荻
陶
文
』」（『
殷

都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
徐
在
國
著
「
古
陶
文
字
考
釋
四
則
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心

編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
二
月
）

・
徐
在
國
著
「
出
土
陶
文
補
釋
二
則
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土

文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
虞
萬
里
著
「
出
土
文
獻
與
學
術
公
案
―
以
淸
華
簡
《
尹
誥
》『
隹
尹
旣
﨤
湯
咸

又
一
悳
』
之
解
讀
爲
例
」（
王
沛
主
編
『
出
土
文
獻
與
法
律
史
硏
究
』
第
一
輯
、

上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
六
月
）

・
張
伯
元
著
「
包
山
楚
簡
案
例
講
疏
（
二
則
）」（
王
沛
主
編
『
出
土
文
獻
與
法
律

史
硏
究
』
第
一
輯
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
六
月
）

・
張
昌
平
著
「
也
論
郭
店
M
一
年
代
問
題
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、

湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

二
〇
五

・
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
安
陽
工
作
隊
編
「
河
南
安
陽
市
殷
墟
劉
家
莊
北

地
制
陶
作
坊
遺
址
的
發
掘
」（『
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
一
二
期
、
中
國
社
會
科

學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
朱
鳳
瀚
著
「
北
大
藏
秦
簡
《
從
政
之
經
》
述
要
」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
六

期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

﹇
古
文
字
總
合
﹈

・
曹
定
雲
著
「
論
殷
周
時
代
『
司
』・『
后
』
二
字
形
義
及
其
區
分
―
兼
論
『
司
母

戊
鼎
』
不
可
改
名
爲
『
后
母
戊
鼎
』」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、

安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
曹
峻
著
「『

紋
』
再
識
」（『
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
一
一
期
、
中
國
社
會
科

學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
陳
光
宇
﹇
米
﹈
著
「
從
『

砂
』
到
『
不
𦀓
鼄
』」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復

旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華

書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
陳
穎
飛
著
「
淸
華
簡
祭
公
與
西
周
祭
氏
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、

湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
陳
朝
霞
著
「
從
近
出
簡
文
再
析

國
的
歷
史
地
理
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
二

年
第
四
期
、
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・

浩
波
著
「
從
近
年
出
土
新
材
料
看
楚
國
早
期
中
心
區
域
」（『
文
物
』
二
〇
一
二

年
第
二
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
鄧
少
平
著
「
淸
華
簡
《
繫
年
》
與
兩
周
之
際
史
事
綜
考
」（『
深
圳
大
學
學
報
（
人

文
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
深
圳
）

・
杜
小
鈺
著
「
玉
『
龍
』
試
辨
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
、
陝
西

省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
方
稚
松
著
「
談
談
甲
骨
金
文
中
的
『
肇
』
字
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二
年
第

六
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
馮
勝
君
著
「
試
論
淸
華
簡
《
保
訓
》
篇
書
法
風
格
與
三
體
石
經
的
關
係
」（
淸

華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大

學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
高

聰
著
「
周
代
宗
法
制
度
下
的
『
母
弟
』」（『
古
代
文
明
』
二
〇
一
二
年
第

一
期
、
東
北
師
範
大
學
世
界
古
典
文
明
史
硏
究
所
・
亞
洲
文
明
硏
究
院
、
長
春
）

・
葛
英
會
著
「
商
代
大
鼎
的
『
司
』・『
后
』
之
爭
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
二
年

第
一
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
谷
斌
・
劉
雁
著
「
釋
『
巴
』
―
兼
與
曹
定
雲
先
生
商
榷
」（『
殷
都
學
刊
』

二
〇
一
二
年
第
三
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
顧
濤
著
「
論
古
文
字
通
假
的
文
獻
釋
證
法
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二
年
第

二
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
廣
瀨
薰
雄
﹇
日
﹈
著
「
淅
川
下
寺
三
號
墓
出
土
的
『
瓮
』」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏

究
中
心
主
編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
〇
月
）

・
郭
永
秉
著
「
談
談
戰
國
文
字
中
可
能
與
『
庖
』
有
關
的
資
料
」（
中
國
文
化
遺

產
硏
究
院
編
『
出
土
文
獻
硏
究
』
第
一
一
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二

年
一
二
月
）

・
郭
永
秉
・

可
晶
著
「
說
『
索
』・『
괉
』」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

二
〇
六

心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年

一
二
月
）

・
洪
颺
著
「
釋
跟
『

』
有
關
諸
字
」（
華
東
師
範
大
學
中
國
文
字
硏
究
與
應
用
中

心
等
編
『
中
國
文
字
硏
究
』
第
一
六
輯
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二

年
八
月
）

・
黃
甜
甜
著
「《
繫
年
》
第
三
章
『
成
王
屎
伐
商
邑
』
之
『
屎
』
字
補
論
」（『
深

圳
大
學
學
報
（
人
文
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
深
圳
）

・
李
圭
甲
﹇
韓
﹈・
金
殷
嬉
﹇
韓
﹈
著
「
甲
骨
文
合
文
與
戰
國
文
字
合
文
比
較
分
析
」

（
華
東
師
範
大
學
中
國
文
字
硏
究
與
應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
硏
究
』
第

一
六
輯
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
八
月
）

・
李
家
浩
著
「
甲
骨
文
北
方
神
名
『
勹
』
與
戰
國
文
字
从
『
勹
』
之
字
―
談
古
文

字
『
勹
』
有
讀
如
『
宛
』
的
音
」（『
文
史
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、中
華
書
局
、

北
京
）

・
李
零
著
「『
邦
無
飤
人
』
與
『
道
毋
飤
人
』」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
、

文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
李
守
奎
・
劉
波
著
「
續
論
隓
字
構
形
與
隓
聲
字
的
音
義
」（
中
國
古
文
字
硏
究

會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、

中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
李
守
奎
・
張
峰
著
「
說
楚
文
字
中
的
『
桀
』
與
『
傑
』」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究

中
心
主
編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
〇

月
）

・
李
小
燕
・
井
中
偉
著
「
玉
柄
形
器
名
『
瓚
』
說
―
輔
證
內
史
亳
同
與
《
尚
書
・

顧
命
》『
同
瑁
』
問
題
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
陝
西
省
考

古
硏
究
院
、
西
安
）

・
李
軼
著
「
文
字
與
構
字
偏
旁
發
展
的
不
一
致
性
與
文
字
理
據
的
喪
失
―
以
夕
月

肉
偏
旁
的
演
變
爲
例
」（
華
東
師
範
大
學
中
國
文
字
硏
究
與
應
用
中
心
等
編
『
中

國
文
字
硏
究
』
第
一
六
輯
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
八
月
）

・
李
玉
潔
著
「
殷
商
與
兩
周
用
鼎
制
度
的
區
別
硏
究
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二

年
第
二
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
梁
立
勇
著
「
甲
骨
文
『

』
補
釋
兼
釋
淸
華
簡
『

』」（
淸
華
大
學
出
土
文

獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡

（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、中
西
書
局
、上
海
、二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
林
郁
屛
著
「
再
說
『
鑄
』
字
」（『
屛
中
學
報
』
第
一
九
期
、國
立
屛
東
高
級
中
學
、

屛
東
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
劉
波
著
「
釋
楚

客
銅
量
中
的
『
故
』
字
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
一

期
、
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
劉
波
著
「
說
楚
文
字
中
的
『

』
與
『
葩
』」（
華
東
師
範
大
學
中
國
文
字
硏
究

與
應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
硏
究
』
第
一
六
輯
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
八
月
）

・
劉
成
群
著
「
畢
公
事
迹
及
畢
公
世
系
初
探
：
基
於
淸
華
簡
的
硏
究
」（『
上
海
交

通
大
學
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、
上
海
）

・
劉
洪
濤
著
「
釋
羅
泊
灣
一
號
墓
《
從
器
志
》
的
『
凭
幾
』」（『
考
古
與
文
物
』

二
〇
一
二
年
第
四
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
陸
德
富
著
「
寺
工
續
考
」（『
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
九
期
、
中
國
社
會
科
學
院

考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
盧
巖
著
「
說
燕
國
泉
貨
面
文
的
所
謂
『
明
』
字
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二
年



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

二
〇
七

第
一
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
羅
新
慧
著
「
周
代
天
命
觀
念
的
發
展
與

變
」（『
歷
史
硏
究
』
二
〇
一
二
年
第

五
期
、
中
國
社
會
科
學
院
、
北
京
）

・
馬
保
春
著
「
晉
國
始
封
地
硏
究
述
論
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、

河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
馬
楠
著
「
据
《
淸
華
簡
》
釋
讀
金
文
・《
尚
書
》
兩
則
」（『
深
圳
大
學
學
報
（
人

文
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
深
圳
）

・
孟
蓬
生
著
「
說
『
令
』」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文

字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二

年
一
〇
月
）

・
孟
蓬
生
著
「『
法
』
字
古
文
音
釋
―
談
魚
通
轉
例
說
之
五
」（
華
東
師
範
大
學
中

國
文
字
硏
究
與
應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
硏
究
』
第
一
六
輯
、
上
海
人
民
出

版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
八
月
）

・
牛
鵬
濤
著
「
淸
華
簡
《
繫
年
》
與
銅
器
銘
文
互
證
二
則
」（『
深
圳
大
學
學
報
（
人

文
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
深
圳
）

・
彭
裕
商
著
「『
喪
』
字
淺
議
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古

文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二

年
一
〇
月
）

・
彭
裕
商
著
「《
尚
書
・
金
縢
》
新
硏
」」（『
歷
史
硏
究
』
二
〇
一
二
年
第
六
期
、

中
國
社
會
科
學
院
、
北
京
）

・
裘
錫
圭
著
「
說
从
『
𡶫
』
聲
的
从
『
貝
』
與
从
『
辵
』
之
字
」（『
文
史
』

二
〇
一
二
年
第
三
期
、
中
華
書
局
、
北
京
）

・
阮
明
套
著
「
釋
禮
」（『
史
學
月
刊
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、
河
南
大
學
・
河
南

省
歷
史
學
會
、
開
封
）

・
沈
建
華
著
「《
楚
居
》

人
與
商
代
若
族
新
探
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與

保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》

國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
沈
培
著「
關
於
古
文
字
材
料
中
所
見
古
人
祭
祀
用
尸
的
考
察
」（
李
宗
焜
主
編『
古

文
字
與
古
代
史
』
第
三
輯
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、

二
〇
一
二
年
三
月
）

・
史
寧
中
著
「
宅
茲
中
國
：
周
人
確
定
『
地
中
』
的
地
理
和
文
化
依
據
」（『
歷
史

硏
究
』
二
〇
一
二
年
第
六
期
、
中
國
社
會
科
學
院
、
北
京
）

・
宋
華
強
著
「
楚
文
字
資
料
中
所
謂
『
箴
尹
』
之
『
箴
』
的
文
字
學
考
察
」（
中

國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏

究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
田
煒
著
「
釋
古
文
字
中
的
『

』
與
『

』
―
兼
釋
古
璽
中
的
『

』
字
」（『
考

古
與
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
田
煒
著
「
試
論
絳
縣
橫
水
・
翼
城
大
河
口
墓
地
的
性
質
」（『
中
國
國
家
博
物
館

館
刊
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
、
北
京
）

・
王
偉
・
王
輝
著「
淸
華
簡

國
與
甲
骨
文
中
的
（
利
邑
）和
金
文
中
的
떭（
楷
）

氏
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古

文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
王
震
中
著
「
論
商
代
複
合
制
國
家
結
構
」（『
中
國
史
硏
究
』
二
〇
一
二
年
第
三

期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
北
京
）

・
魏
宜
輝
著
「
說 
『
匋
』」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文

字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

二
〇
八

年
一
〇
月
）

・
閻
志
著
「
中
國
國
家
博
物
館
藏
『
王
命
傳
遽
』
虎
節
考
」（『
中
國
國
家
博
物
館

館
刊
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、
北
京
）

・
楊
升
南
著
「
周
公
攝
政
未
稱
王
」（『
洛
陽
師
範
學
院
學
報
』
二
〇
一
二
年
第
一

期
、
洛
陽
）

・
楊
升
南
著
「
商
代
的
紀
日
法
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
安
陽
師

範
學
院
、
安
陽
）

・
葉
玉
英
著
「
古
文
字
聲
系
與
上
古
音
聲
母
構
擬
擧
隅
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中

華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
喻
遂
生
著
「
也
說
『
斤
』『
錛
』」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出
土
文

獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
于
薇
著
「
淸
華
簡
《

夜
》
時
・
地
問
題
辨
正
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
二
年
第
一
二
期
、
北
京
）

・
張
丹
著
「
薳
・

・
化
邑
・
船
關
系
考
―
兼
談
楚
薳
（

）
氏
家
族
發
展
脈
絡
」

（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
張
世
超
著
「『
六
書
』
與
上
古
時
期
的
識
字
敎
育
」（『
古
代
文
明
』
二
〇
一
二

年
第
二
期
、
東
北
師
範
大
學
世
界
古
典
文
明
史
硏
究
所
・
亞
洲
文
明
硏
究
院
、

長
春
）

・
張
渭
蓮
・
段
宏
振
著
「
邢
臺
西
周
考
古
與
西
周
邢
國
」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年

第
一
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
張
學
城
著
「《
說
文
》
古
文
新
證
四
則
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
二

年
第
二
期
、
北
京
）

・
張
亞
煒
著
「
禮
樂
文
化
之
都　

國
寶
薈
萃
之
地
―
周
原
」（『
故
宮
文
物
月
刊
』

總
三
五
六
期
、
國
立
故
宮
博
物
院
出
版
組
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
）

・
張
玉
金
著
「《
周
易
》『
有
孚
』
新
探
―
兼
論
《
周
易
》
掛
爻
辭
的
性
質
」（
淸

華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
三
輯
、

中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
張
振
謙
著
「
燕
・
齊
文
字
考
釋
兩
則
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學
出

土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、
北

京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
趙
平
安
著
「『
文
王
受
命
惟
中
身
』
新
解
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學

出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
趙
平
安
著
「
妣
隹
・
妣
쥀
考
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸

華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會

論
文
集
』、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
趙
平
安
著
「
談
談
出
土
文
獻
整
理
過
程
中
有
關
文
字
釋
讀
的
幾
個
問
題
―
以
淸

華
簡
的
整
理
爲
例
」（『
深
圳
大
學
學
報
（
人
文
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年

第
二
期
、
深
圳
）

・
趙
容
俊
﹇
韓
﹈
著
「
殷
商
巫
術
的
硏
究
槪
況
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第

二
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
周
鳳
五
著
「
讀
書
與
釋
字
方
法
的
省
思
」（『
靜
宜
中
文
學
報
』
二
〇
一
二
年
第

一
期
、
靜
宜
大
學
中
國
文
學
系
、
臺
中
）

・
周
書
燦
著
「『
氏
族
封
建
』
說
與
先
秦
社
會
形
態
再
思
考
」（『
史
學
理
論
硏
究
』



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

二
〇
九

二
〇
一
二
年
第
三
期
、
中
國
社
會
科
學
院
世
界
歷
史
硏
究
所
、
北
京
）

・
朱
琨
著
「
略
論
商
周
時
期
射
牲
禮
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
河

南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
朱

祥
著
「
由
金
文
字
形
評
估
淸
華
藏
戰
國
竹
簡
」（『
東
海
中
文
學
報
』
第

二
四
期
、
東
海
大
學
中
國
文
學
系
、
臺
中
、
二
〇
一
二
年
七
月
）

﹇
硏
究
動
向
﹈

・
白
軍
鵬
著
「
百
年
來
以
出
土
文
獻
硏
究
《
詩
經
》
之
分
野
及
評
述
」（『
中
國
史

硏
究
動
態
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
北
京
）

・
曹
峰
著
「
先
秦
思
想
多
元
性
及
其
硏
究
的
方
法
論
問
題
―
以
新
出
楚
簡
文
獻
爲

契
機
」（『
史
學
月
刊
』
二
〇
一
二
年
第
一
二
期
、
河
南
大
學
・
河
南
省
歷
史
學

會
、
開
封
）

・
査
曉
英
著
「『
正
當
的
歷
史
觀
』：
李
濟
的
考
古
學
硏
究
與
民
族
主
義
」（『
考
古
』

二
〇
一
二
年
第
六
期
、
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
常
耀
華
著
「《
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
藏
甲
骨
集
》
讀
後
」（『
中
國
史

硏
究
動
態
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
北
京
）

・
馮
華
著
「
卜
筮
簡
硏
究
綜
述
」（『
中
國
史
硏
究
動
態
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、

中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
北
京
）

・
馮
勝
君
・
劉
傳
賓
著
「《
郭
店
楚
墓
竹
書
》
讀
後
」（『
中
國
史
硏
究
動
態
』

二
〇
一
二
年
第
五
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
北
京
）

・
何
有
祖
著
「
二
〇
一
一
年
戰
國
出
土
文
獻
硏
究
槪
述
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究
中

心
主
編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
黃
林
納
著
「『
海
峽
兩
岸
―
中
原
兩
周
列
國
考
古
與
文
化
硏
討
會
』
紀
要
」（『
中

原
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
賈
連
敏
著
「
河
南
商
周
考
古
六
十
年
槪
述
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
二

期
、
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
角
道
亮
介
撰
・
楊
振
紅
編
譯
「
二
〇
一
〇
年
日
本
的
殷
・
周
・
春
秋
史
硏
究
」

（『
中
國
史
硏
究
動
態
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、

北
京
）

・
金
鵬
程
（Paul R. Goldin

）﹇
米
﹈・
徐
誠
彬
﹇
韓
﹈
編
「
簡
帛
硏
究
西
文
論

著
目
錄
」（
卜
憲
群
・
楊
振
紅
主
編
『
簡
帛
硏
究
二
〇
一
〇
』、
廣
西
師
範
大
學

出
版
社
、
桂
林
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・
金
慶
浩
﹇
韓
﹈・
李
瑾
華
﹇
韓
﹈
編
「
韓
國
的
戰
國
秦
漢
簡
帛
硏
究
論
著
目
錄

（
一
九
七
五
―
二
〇
一
〇
．
一
〇
）」（
卜
憲
群
・
楊
振
紅
主
編
『
簡
帛
硏
究

二
〇
一
〇
』、
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
桂
林
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・『
考
古
與
文
物
』編
輯
部
編「
羅
泰（Lothar Von Falkenhausen

）敎
授
訪
談
」

（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
李
力
著
「
一
九
〇
四
―
二
〇
〇
九
年
：
百
年
來
的
殷
墟
甲
骨
文
與
商
代
法
制
史

硏
究
」（
王
沛
主
編
『
出
土
文
獻
與
法
律
史
硏
究
』
第
一
輯
、上
海
人
民
出
版
社
、

上
海
、
二
〇
一
二
年
六
月
）

・
李
銳
著
「『
二
重
證
據
法
』
的
界
定
及
規
則
探
析
」（『
歷
史
硏
究
』
二
〇
一
二

年
第
四
期
、
中
國
社
會
科
學
院
、
北
京
）

・
李
伯
謙
著
「
談
談
兩
周
時
期
與
兩
周
考
古
―
在
『
海
峽
兩
岸
中
原
兩
周
列
國
考

古
與
文
化
學
術
硏
討
會
』
上
的
發
言
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、

河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
劉
傳
賓
著
「《
殷
周
金
文
集
成
（
修
訂
增
補
本
）》
存
在
的
幾
箇
問
題
」（『
中
國



二
〇
一
二
年　

古
文
字
學
論
著
目

二
一
〇

國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
、
北
京
）

・
劉
秋
瑞
著
「
宋
代
人
的
金
文
硏
究
情
況
初
探
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第

四
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
劉
孝
霞
著
「
讀
《
近
出
殷
周
金
文
集
錄
二
》（
第
一
册
）
札
記
」（
華
東
師
範
大

學
中
國
文
字
硏
究
與
應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
硏
究
』
第
一
六
輯
、
上
海
人

民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
八
月
）

・
劉
一
曼
著
「
一
九
五
○
年
以
來
殷
墟
甲
骨
文
發
掘
槪
述
」（『
故
宮
文
物
月
刊
』

總
三
五
五
期
、
國
立
故
宮
博
物
院
出
版
組
、
臺
北
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
劉
一
曼
著
「
甲
骨
資
料
整
理
與
學
術
硏
究
相
結
合
的
新
成
果
―
讀
《
中
國
社
會

科
學
院
歷
史
硏
究
所
藏
甲
骨
集
》」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
一
二
期
、
文
物

出
版
社
、
北
京
）

・
劉
一
曼
・
嶽
洪
彬
・
嚴
志
斌
編
「
契
刻
陶
銅　

辨
釋
殷
商
：
劉
一
曼
先
生
訪
談

錄
」（『
南
方
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
江
西
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
南
昌
）

・
劉
雨
・
丁
孟
著
「
唐
蘭
先
生
著
述
繫
年
」（
中
國
古
文
字
硏
究
會
・
復
旦
大
學

出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
古
文
字
硏
究
』
第
二
九
輯
、
中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
劉
源
著
「
甲
骨
綴
合
與
硏
究
的
佳
作
《
醉
古
集
》（『
中
國
史
硏
究
』
二
〇
一
二

年
第
三
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
北
京
）

・
劉
正
著
「
吳
其
昌
及
其
《
金
文
曆
朔
疏
證
》」（『
南
方
文
物
』
二
〇
一
二
年
第

三
期
、
江
西
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
南
昌
）

・
陸
慧
娟
著
「
二
〇
一
一
年
楚
簡
・
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
述
硏
討
會

綜
述
」（『
中
國
史
硏
究
動
態
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史

硏
究
所
、
北
京
）

・
馬
曉
風
著
「
簡
論
薛
尚
功
的
金
石
學
硏
究
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
一

期
、
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
仁
言
著
「
甲
骨
學
商
史
硏
究
的
突
破
性
成
果
―
一
一
卷
本
《
商
代
史
》」（『
南

方
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
江
西
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
南
昌
）

・
柿
沼
陽
平
撰
・
楊
振
紅
編
譯「
二
〇
一
〇
年
日
本
的
戰
國
・
秦
漢
史
硏
究
」（『
中

國
史
硏
究
動
態
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
北

京
）

・
宋
華
強
著
「
二
〇
一
一
年
甲
骨
文
・
金
文
・
古
文
字
學
硏
究
槪
述
」（
武
漢
大

學
簡
帛
硏
究
中
心
主
編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
蘇
輝
著
「
二
〇
一
一
年
先
秦
史
硏
究
槪
覽
」（『
中
國
史
硏
究
動
態
』
二
〇
一
二

年
第
六
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
北
京
）

・
孫
機
著
「
二
〇
〇
三
年
以
前
國
博
學
術
硏
究
槪
述
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
二
年
第
八
期
、
北
京
）

・
王
安
碩
著
「
楊
樹
達
《
積
微
居
金
文
說
》
疏
正
」（『
東
海
中
文
學
報
』
第
二
四

期
、
東
海
大
學
中
國
文
學
系
、
臺
中
、
二
〇
一
二
年
七
月
）

・
王
佳
・
熊
賢
品
著
「
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
紀
要
」

（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
王
立
民
著
「
出
土
法
律
文
獻
的
價
値
與
運
用
」（
王
沛
主
編
『
出
土
文
獻
與
法

律
史
硏
究
』
第
一
輯
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
二
年
六
月
）

・
王
宇
信
著
「
新
追
求　

新
境
界　

新
進
步
―
甲
骨
文
斷
片
綴
合
不
斷
取
得
新
成

果
」（『
南
方
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
江
西
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
南
昌
）

・
徐
在
國
著
「《
郭
店
楚
墓
竹
書
》
簡
評
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
、



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

二
一
一

湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
樂
游
著
「
吳
振
武
先
生
學
術
述
略
」（『
社
會
科
學
戰
線
』
二
〇
一
二
年
第
一
二

期
、
吉
林
省
社
會
科
學
院
、
長
春
） 

・
張
再
興
著
「《
兩
周
出
土
文
獻
語
義
詞
典
》
的
編
制
」（
華
東
師
範
大
學
中
國
文

字
硏
究
與
應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
硏
究
』
第
一
六
輯
、上
海
人
民
出
版
社
、

上
海
、
二
〇
一
二
年
八
月
）

・
張
忠
培
著
「
文
化
・
人
物
・
考
古
―
賀
宿
白
先
生
九
十
華
誕
」（『
中
國
國
家
博

物
館
館
刊
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
北
京
）

・
周
書
燦
著
「《
殷
周
制
度
論
》
新
論
―
學
術
史
視
野
下
的
再
考
察
」（『
淸
華
大

學
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
五
期
、
北
京
）

・
周
文
玖
・
李
玉
莉
著
「
章
太
炎
的
甲
骨
文
態
度
及
其
學
術
史
意
蘊
」（『
史
學
史

硏
究
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
北
京
師
範
大
學
、
北
京
）

・
朱
曉
芳
著
「
兩
周
樂
鐘
的
發
現
與
硏
究
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
六
期
、

河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
朱
彥
民
著
「
戴
家
祥
先
生
在
津
古
文
字
硏
究
述
評
」（
華
東
師
範
大
學
中
國
文

字
硏
究
與
應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
硏
究
』
第
一
六
輯
、上
海
人
民
出
版
社
、

上
海
、
二
〇
一
二
年
八
月
）

・「『
中
國
社
會
科
學
院
考
古
學
論
壇
・
二
〇
一
一
年
中
國
考
古
新
發
現
』
紀
要
」

（『
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
七
期
、
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・「『《
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
》
百
期
紀
念
曁
博
物
館
的
學
術
建
設
與
館
刊
編
輯

座
談
會
』
紀
要
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
北
京
）




